
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

A-01

表紙、図面ﾘｽﾄ

　　　　　　　　 　　　　１号館外壁その他改修工事

図 面 名 称

表紙、図面ﾘｽﾄA-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-29

A-26

A-27

A-28

A-30

A-31

A-32

A-33

A-34

A-35

建築改修工事 特記仕様書その1

建築改修工事 特記仕様書その2

建築改修工事 特記仕様書その3

建築改修工事 特記仕様書その4

工事内容、案内図、安全対策、一般事項、足場設置基準

配置図

外壁改修仕様、防水改修仕様

改修内容一覧表、補修数量集計

1号館1階･2号館1階 平面図

1号館中2階･2号館2階 平面図

1号館2階･2号館3階 平面図

1号館3階･2号館4階 平面図

1号館4階･2号館屋階 平面図

1号館5階･2号館PH階 平面図

1号館PH階･2号館PH屋階 平面図

1号館PH屋階 平面図

改修立面図　1号館西側･南側：④断面

改修立面図　1号館西側･南側：①断面

改修立面図　1号館西側･南側：②断面

改修立面図　1号館西側･南側：③断面

改修立面図　1号館東側･北側：④断面

改修立面図　1号館東側･北側：①断面

改修立面図　1号館東側･北側：②断面

改修立面図　1号館東側･北側：③断面

改修立面図　1号館屋階PH他

A-41

A-42

A-43

A-44

A-45

A-46

A-47

A-48

A-49

A-50

A-51

A-52

A-53

A-55

A-56

A-57

A-58

A-59

A-54

A-60

A-61

A-62

A-63

A-64

A-66

A-65

A-36

A-37

A-38

A-39

A-40

図 面 名 称図 番図 番

改修詳細図その1

改修詳細図その2

図 面 リ ス ト

１号館外壁その他改修工事

令和6年6月

1号館5階･屋階 天井伏図

1号館1階･2号館1階 天井伏図

1号館中2階･2号館2階 天井伏図

1号館2階･2号館3階 天井伏図

1号館3階･2号館4階 天井伏図

1号館4階･2号館屋階 天井伏図

配管類改修立面図　1号館西側：①断面

配管類改修平面図　1号館西側：X0通り

配管類改修平面図　1号館東側：X3通り

配管類改修平面図　1号館北側：Y6通り他

配管類改修立面図　1号館西側：③断面

配管類改修立面図　1号館東側：①断面

配管類改修立面図　1号館東側：③断面

配管類改修立面図　1号館北側：①断面

配管類改修立面図　1号館北側：③断面

配管類改修立面図　1号館屋階：PH他

補修立面図　1号館西側：①断面

補修立面図　1号館西側：②断面

補修立面図　1号館西側：③断面

補修立面図　1号館西側：④断面

補修立面図　1号館東側：①断面

補修立面図　1号館東側：②断面

補修立面図　1号館東側：③断面

補修立面図　1号館東側：④断面

補修立面図　1号館北側：①断面

補修立面図　1号館南側：①断面

補修立面図　1号館南側：②断面

補修立面図　1号館南側：③断面

補修立面図　1号館南側：④断面

補修立面図　1号館北側：②断面

補修立面図　1号館北側：③断面

補修立面図　1号館北側：④断面

補修平面図　1号館：屋階・PH階

外壁の改修工法 詳細図

仮設計画図その2(参考図)

仮設計画図その3(参考図)

仮設計画図その1(参考図)

仮設計画図その4(参考図)
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・1号館の外壁改修を行う

工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

建築改修工事　特記仕様書その1

A-02

[1.4.1]11 空気汚染低減建築改修工事特記仕様書【抜粋】(令和５年版)
建築材料等 性能措置 化学物質 建築材料等 性能 塗装改修工事 ・塗装(建築塗装作業)化学物質・ ・(※図面による　・外装材の工事

ホルムアルデヒド ①合板 ※ホルムアルデヒド放散量 耐震改修工事 ・鉄筋施工　 ・型枠施工　 ・とび・(　　　　　　　　　　　)Ⅰ．工事内容
スチレン 　木質系フローリング 　は『F☆☆☆☆』とする。 既製コンクリート ・ブロック建築・ ・(※図面による　・屋根の工事
トルエン 　構造用パネル ※アセトアルデヒド及び ・エーエルシーパネル施工・(　　　　　　　　　　　)
キシレン 　集成材 　スチレンを発散しないか、 石工事 ・石材施工(石張り作業)・ ・(※図面による　・建築設備工事
エチルベンゼン 　単板積層材 　発散が極めて少ないもの 植栽工事 ・造園・(　　　　　　　　　　　)

・内装材等の アセトアルデヒド 　MDF 　とする。・ ・(※図面による　
[1.7.5]工事 15 見本施工 ・実施する　工種(　　　　　　　　　　　　)Ⅱ．建築改修工事仕様 等 　パーティクルボード・(　　　　　　　　　　　)

　その他の木質建材・ ・(※図面による　・その他
(　　　　　 ) 　(下地材含む) 実施する　 [1.7.9]1 共通仕様 16 化学物質の図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁 ・(　　　　　　　　　　　)

②作り付け家具 ※ホルムアルデヒド放散量 　 濃度測定営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(以下「改修標準 　測定対象化学物質、測定方法、測定対象室及び測定箇所は
[1.3.12] 　作り付け書架 　は『F☆☆☆☆』とする。 　「横浜市建築局所管工事揮発性有機化合物(VOC)等の室内濃度仕様書」という)による。ただし、改修標準仕様書に規定されている項目 ・再資源化等をする特定建設資材廃棄物の種類及び施設等

以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書 　実験台 ※アセトアルデヒド及び 　　測定マニュアル」(平成27年版)による。特定建設資材
再資源化等する施設の名称及び所在地

廃棄物の種類(建築工事編)」(以下「標準仕様書」という)ほか特記仕様書1章1項 　スチレンを発散しないか、 　※指針値以下であることを確認する
適用基準等による。 ・「本市工事に伴い排出する建設副産物の処分要領」 　発散が極めて少ないもの 　　なお、指針値を超えた室については原因を調査するとともに・コンクリート

で指定する施設 　とする。 　　原因物質の除去や換気を十分に行う等の措置を講じた後に再測定を
(1) 章、項目は番号に 　 　印の付いたものを適用する。2 特記仕様書の ・「本市工事に伴い排出する建設副産物の処分要領」 ※トルエン、キシレン及び 　　行う。再測定の費用については請負人の負担とする。・建設発生木材

で指定する施設(2) 特記事項は ・ 印の付いたものを適用する。 　エチルベンゼンの含有量 　※測定結果が指針値以下となるまで当該室は使用しない取り扱い
・「本市工事に伴い排出する建設副産物の処分要領」 　が少ないJIS規格品とする。・ 印の付かない場合は ※ 印の付いたものを適用する。 ・アスファルト

　コンクリート [1.8.2]で指定する施設 ③ユリア樹脂 ※ホルムアルデヒド放散量 17 中間技術検査・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。 中間技術検査を実施する段階
・建設リサイクル法第13条第1項に基づく書面による 　は『F☆☆☆☆』とする。・コンクリート(3) 特記事項に記載の〔　〕内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書 　(                        　　 )

　および鉄から ・特則仕様書による ※アセトアルデヒド及び(建築工事編)(以下「改修標仕」という)の項目番号及び表番号を
・完成図　(原図のサイズ　　　　　　　　　　　)示す。 [1.9.1～3][表1.9.1]　スチレンを発散しないか、　なる建設資材 18 完成時の提出

　発散が極めて少ないもの 図書※は標準的な仕様を示し、特記が必要な場合は・を選択する。 完成図の種類
特定建設資材廃棄物以外の発生材の処分 　とする。 　※「改修標仕」表1.8.1のうち監督職員が指示するもの

章 項　目 特　記　事　項
再資源化施設の名称 ④壁紙 ※ホルムアルデヒド放散量 　・下記による種類 所在地

1 適用基準等 ・する　・しない 記入内容⑤木工事、内装工事 　は『F☆☆☆☆』とする。 種類本特記仕様書によるほか下記による。
１

・する　・しない 　に使用する接着剤 ※アセトアルデヒド及び公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)令和４年版
[令和４年３月改定] ・する　・しない国土交通省大臣官房官庁営繕部 ⑥保温材、防露材 　スチレンを発散しないか、各

・する　・しない 　緩衝材 　発散が極めて少ないもの建築工事標準詳細図(令和４年版) 完成図(原図)の作成方法章 [1.9.2]
国土交通省大臣官房官庁営繕部共 　断熱材 　とする。 　※CAD　　　・　

通 [1.3.12] ⑦塗料 ※⑤は併せて、トルエン、　公共建築木造工事標準仕様書(令和４年版) ・現場において再利用するもの(　　　　　　　　　　) CADデータ貸与　　※貸与する　　・貸与しない
事 国土交通省大臣官房官庁営繕部 ⑧仕上塗材 　キシレン及びエチルベン・引渡しを要するもの(・金属類　・PCB　・　　　　 ) [1.3.12] 　・完成図CADデータ　(CD-R)
項 　横浜市建築局建築工事特則仕様書(最新版) ・特別管理産業廃棄物 [1.3.12] 　ゼンの含有量が少ない

　(・廃石綿　 ・PCB含有物　　・　　　　　　　　  )(以下「特則仕様書」という。) 　JIS規格品とする。 19 完成写真 ※デジタルデータで提出する
　営繕工事写真撮影要領(令和３年版) 　また、フタル酸ジ-n-ブ　処理方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  (提出方法は営繕工事写真撮影要領に準ずる)

[1.3.12]・ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理 　チル及びフタル酸ジ-2-国土交通省大臣官房官庁営繕部 　・200万画素(キャビネ判)程度以上
　エチルヘキシン等を含有　・製造業者への処分委託 　・400万画素(A4判)程度以上
　しない難揮発性の可塑剤　・管理型最終処分場での埋立処分 　・
　を使用しているJIS規格品 ・下記のものを監督員に提出する。・石綿・ひ素・カドミウムのいずれも含有しない [1.3.12]
　とする。　せっこうボードの処理 　・アルバム・300×300 ・A4判 　　冊提出
※⑦は併せて、トルエン、　・管理型最終処分場での埋立処分　　・再資源化 　( ・施設管理者　・発注者　・工事担当課　・　　　　　　)

[1.3.12]2 工事実績情報 [1.1.4] 　キシレン及びエチルベン※行う　　　・行わない ・ＰＣＢ含有シーリング材の処理 撮影箇所分類・規格
サービス(CORINS) 　ゼンの含有量が少ない　・分析調査(　　　　　　　　　　　　　　　　　　) ※カラー ・内部外部 ※4箇所

・※キャビネ版の登録 　JIS規格品とする。　・撤去する　　・撤去しない　コリンズ工事実績情報システムによる「メール送付の承諾」 ・
・・・※する　　　・しない ⑨木材保存(木材の ※クロルピリホス、ダイア

[1.3.3]・適用する　　・適用しない 　防腐･防蟻処理)剤 　ジノン及びフェノブカルブ5 電気保安技術者 ・工事用アルバム A4判　　冊提出
・本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律3 発生材の 　を含有しない非有機リン系 撮影箇所分類・規格

6 施工条件「資源の有効な利用の促進に関する法律 ・現場説明書による。(平成12年5月31日法第104号)」 　の薬剤とし、加圧式防腐・　再資源化等 [1.3.5] ・※4箇所 内部※カラー 外部
※L版分別解体等および特定建設(平成3年法律第48号)」の対象建設工事であり 　防蟻処理等は工場で行い・下記以外は現場説明書による。 ・ ・
・搬出入車両の駐車場所　　※図面による　　 ・資材の再資源化等について適切な処置を行う。 　十分乾燥した後に現場へ ・

ただし、工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い 　搬入する。資機材置場　　          ※図面による　　 完成写真の使用については、横浜市(建物所有者)の発行する印
[1.3.11] 刷物等(広報誌など)に限り、使用を認めるものとする。※工事中の安全管理

7 施工中の安全確保 [1.3.7]横浜市工事安全管理規則による安全管理指定工事※工事着手前に再生資源利用計画書、再生資源利用促進計画書及び工事登 撮影業者　接着剤及び塗料の塗布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に
録証明書(計画書作成時の出力したもの)を提出する。 　※指定する(「特則仕様書」第１章８節による) 　※監督員の承諾する撮影業者(建築完成写真撮影の実績のあるもの)と　管理し、適切な乾燥時間をとるものとする。
また、上記２つの計画書を工事現場の見やすい場所に掲げる等により する。　施工時・施工後の通風・換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等
公衆の閲覧に供する。 8 材料の品質等 ・指定しない本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び 　を室外に放出させる。
工事完成時に再生資源利用実施書、再生資源利用促進実施書及び工事登※ 性能を有するものとし、JIS及びJASマークのない材料及びその

[1.5.1]録証明書(実施書作成時の出力したもの)を提出する。 製造業者等は、次の(1)から(6)の事項を満たすものとする。 [1.4.2] 20 設備工事との 施工範囲12 石綿含有建材の 事前調査
施工区分(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。 　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの調査分別解体等の方法4 発生材の処理等 [1.3.12] 　※「改修標仕」1.5.1による　　　　

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。 　　補強[1.5.1]分別解体の方法 石綿含有の分析調査
　※図示した壁、天井仕上材の切込み及び下地材の補強(3) 安定的な供給が可能であること。作業内容工程 手作業・機械作業の併用 　・行う　( ・定性分析　・定量分析)手作業 　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ(4) 法令等で定める許可、認可、認定または免許を取得していること。(範囲) ・行わない

(5) 製造または施工の実績があり、その信頼性があること。 　※自動閉鎖装置取付箇所の切込み及び補強・・建築設備の ・(※図面による　・解体工事
(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。 　・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)取り外し ・(　　　　　　　　　　　) 13 施工調査 施工数量調査 [1.6.2]
なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質および・内装材等の ・ ・(※図面による　 調査項目　　・防水改修　　・外壁改修　　

※建築基準法に基づき定められる風圧区分等21 建築基準法に性能を有することの証明となる資料、または外部機関が発行する資料等取り外し ・(　　　　　　　　　　　) 　外壁改修工事の施工数量調査を行う場合は、本特記仕様書
基づく区分 　・風速　　　　　　　(Vo＝　※34m/s　　　　　　・　m/s)写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。・屋根ふき材の ・ ・(※図面による　 　「4-1 外壁改修工事・コンクリート打放し仕上げ外壁 1 施工数量調査」

　・地表面粗度区分　　(・Ⅰ　　・Ⅱ　　※Ⅲ　　・Ⅳ)ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。取り外し ・(　　　　　　　　　　　) 　「4-4 外壁改修工事・塗り仕上げ外壁 1 施工数量調査」による
　調査範囲　　※図面による 　・垂直積雪量　　　　(　※　30cm　　　・　cm　)また備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品または同等品を使用・外装材の ・ ・(※図面による　

するものとし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾を得ること。 　調査方法　　※図面による取壊し ・(　　　　　　　　　　　)
　報告書部数　　　部・上部構造部分 ・ ・(※図面による　 22 電子納品 ※対象工事とする

9 木材又は木材を ・木工事に使用する木材又は木材を原料とする資材を使用する場合は 既存部分の破壊を行った場合の補修方法  [1.6.3]の取壊し ・(　　　　　　　　　　　) 　・工事記録写真　　・施工図　　・完成図　　・製作図
　 原料とする資材 　※図面による　　神奈川県産木材又は地域材(関東甲信地方に属する都県及び静岡県で・・基礎の取壊し ・(※図面による　

生産された素材等)を利用することとし、使用した材料の種別、産地・(　　　　　　　　　　　) 14 技能士 [1.7.2] ・対象工事としない
等を監督職員に報告する。ただし、神奈川県産材又は地域材とする・基礎杭の ・ ・(※図面による　 適用工事種別 技能検定の職種
ことが困難な場合には、監督職員の承諾を受けた国産材とする。取壊し ・(　　　　　　　　　　　) 23 その他防水改修工事 ・塩化ビニル系シート防水工事作業

・その他 ・ ・(※図面による　 ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
※木材又は木材を原料とする資材を使用する場合は、間伐材や合法性の(　　　　　 ) ・(　　　　　　　　　　　) ・シーリング防水工事作業　　

[1.4.2]証明された材を使用する。・造成等の工事・増築工事 ・ ・(※図面による　 外壁改修工事 ・左官　　・タイル張り
・修繕工事 ・(　　　　　　　　　　　) ・塗装(建築塗装作業)

10 特別な材料の工法 「改修標仕」および「標仕」に記載されていない特別な材料の工法に・基礎の取壊し ・ ・(※図面による　・模様替え ・樹脂接着剤注入施工
　ついては、材料製造所の指定する工法とする。・(　　　　　　　　　　　)工事 建具改修工事 ・サッシ施工　　・ガラス施工

・基礎杭の工事 ・ ・(※図面による　 内装改修工事 ・プラスチック系床仕上げ工事作業
・(　　　　　　　　　　　) ・ボード仕上げ工事作業・表装(壁装作業)

・・上部構造部分 ・(※図面による　 ・内装仕上施工(鋼製下地工事作業)
の工事 ・(　　　　　　　　　　　) ・左官　　・建築大工　　・タイル張り

場合は、監督職員と協議する。

3

保全上必要となる書類　・打合せ記録　　　・その他(　　　　　　　　　　　　)

設計図書に倣う一般図･補修図他

令和6年6月

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　 　　　　　　　１号館外壁その他改修工事
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A-03

２ [2.1.3] [3.1.4][表3.1.2]12 シーリング[3.3.3][3.4.3][3.5.3][3.6.3]・設ける シーリング改修工法騒音・粉じん等の対策1 騒音・粉じん等 7 脱気装置 ・AS-T3・M3AS ※1.5下層用 部分粘着層付改質
　・防音パネル　　　　・防音シート 　・シーリング充填工法の対策 [3.7.4～3.7.7]・P0AS材質種類 ・

仮
設置数量 アスファルトシート

防音パネル等の取付け足場等の範囲等 　・シーリング再充填工法(非露出複層防水用R種)
設

・ポリスチレン平面部脱気型 ※製造所の指定による
　※図面による　　　　・　 　・拡幅シーリング再充填工法　 

工
・ABS樹脂 ・ 1 個/ 80㎡

　・ブリッジ工法
事

改質アスファルトシート上層用・ステンレス ※3.0・   個/   ㎡[2.2.1]内部足場　種別2 足場その他 (露出複層防水用R種) ・・鋳鉄
シーリング材の目地寸法 [3.7.3]※脚立、足場板等　　・　外部足場 ・

・外部足場　　・設置する　 深さ(mm)箇所 幅(mm)※4.0改質アスファルトシート・AS-T4・合成ゴム立上がり部脱気型 ※製造所の指定による(枠組み足場については、特則仕様書による) ・(露出単層防水用R種) コンクリート打継目地、ひび割れ誘発 ・10以上・20以上
・塩化ビニル樹脂 ・ 1 個/立上り長さ10m・防護シートによる養生　　 ・行う 目地 ・・※1.5下層用・AS-J1 部分粘着層付改質・ステンレス[2.2.1][表2.2.1] ・   個/　　㎡材料、撤去材等の運搬方法 ・5以上 ・5以上[5.13.3]以外のガラス回り・アスファルトシート・鋼銅　・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種 ・10以上(非露出複層防水用R種) ・10以上上記以外

・図示 ・図示
8 アスファルト 防水保証期間[2.3.1]既存部分の養生　　　※ビニルシート等　　・　3 既存部分の養生 ※2.0粘着層付改質上層用 (引渡しの日から防水既存家具等の養生　　※ビニルシート等　　・　 ・適用する [3.7.7]ブリッジ工法 ボンドブレーカー張り・アスファルトシート

・屋根　年間　　・外壁　年間　　・その他　年間) エッジング材張り固定された備品、机・ロッカー等の移動　　・行う(図面による) ・適用する(露出複層防水用R種)
接着性試験外部開口部の養生　　・行う(図面による) ※簡易接着性試験施工箇所 種別工法 [3.7.8][図3.7.1]

・引張接着性試験※B-2　  ・B-1　  ・B-3・P1B ・AS-J3 粘着層付改質アスファルトシート ※3.0
[2.3.2][表2.3.1]仮設間仕切等の種別 ・(露出単層防水用R種)4 仮設間仕切 ※BI-2　 ・BI-1　 ・BI-3・P1BI　 ・T1BI

といその他の材種 [3.8.2][表3.8.1]※図面による13 とい材質 充填材 塗装下地 ・P2AI種別 ※AI-2　 ・AI-1　 ・AI-3 ・M3ASI ・ASI-T1 ※1.5部分粘着層付改質下層用
防露材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆ [3.8.2]・片面厚さ・A種 ※A-2　  ・A-1　  ・A-3・P2A・せっこうボード・木下地 ・・M4ASI アスファルトシート

清掃口 ・設ける　　　mm ※無し　(※9.5　・　　) (非露出複層防水用R種)・P0ASI・M4C ※C-2　  ・C-1　  ・C-3
鋼管製といの防露※合板※軽量鉄骨※B種 ・C-4

　(※9.0　・　　) ・行う(工法　※「改修標仕」表3.8.4による　　・　　　)※3.0改質アスファルトシート上層用・M3D　  ・P0D ※D-2　  ・D-1　  ・D-3
[3.8.3]たてどい受金物の取付け ※図面による・単管下地 防炎シート・C種 ・・D-4 (露出複層防水用R種)

・「改修標仕」表3.8.2による※合板張り ※無し※木製扉仮設扉 ※DI-2　 ・DI-1・P0DI　 ・M3DI
[3.8.3]ルーフドレン　・ろく屋根用　(・縦型　　・横型)・あり・ ※1.5部分粘着層付改質下層用・ASI-J1・M4DI

※片面フラッシュ程度・鋼製扉 ・アスファルトシート※E-2　  ・E-1・P1E　  ・P2E [3.9.2][表3.9.1][表5.2.2]14 アルミニウム製・　 (非露出複層防水用R種)
アスファルトの種類　[3.2.2(ｱ)]による 笠木 表面処理製品幅 板厚[3.3.2] 備考固定間隔種類押え金物5 監督員事務所 [2.4.1] の種別・設ける (mm)(mm)※2.0上層用 粘着層付改質　※アルミニウム製　L-30×15×2.0(mm)程度・既存建物内の一部を使用する ・ ・250 固定方法押出し ※2.0 ※AB-1種アスファルトシート 隅角部および
　・・構内に新設する (露出複層防水用R種) および間隔・1.6 ・AB-2種・250形 突当たり部等の

[3.3.2]断熱材監督員事務所を設ける場合の規模 役物は、本体・ は、品質計画・1.8・300形 ・300
工法 種類 厚さ(mm) で定めたもの・10㎡程度　　・20㎡程度　　・30㎡程度　　・　　　㎡程度 製造所の仕様に・350・350形

防水保証期間・ 10 合成高分子系P1BI ※JIS A9521(建築用断熱材)に基づく押出法 ・・・ よる
P2AI[2.4.1] ポリスチレンフォーム断熱材3種備品の設置 (引渡しの日からルーフィング6 監督員事務所 折り曲げ形 ※2.0・

bA(スキン層付き)T1BI シート防水  備品の種類(　　　　　)   ・屋根　年間　　・外壁　年間　　・その他　年間) ・の設備、備品
[3.5.2][3.5.3]・ ルーフィングシートの種類及び厚さ数量(　　　　　　　　) [3.9.3]笠木の下地補修

(JIS A6008による) [表3.5.1、表3.5.2] 　・行う　(工法　※図面による　　 ・　　　　　　)
※工事現場の適切な場所に「特則仕様書」1.24の標示板を設ける。7 工事標示板 使用分類種別 笠木の取付方法施工箇所 仕上塗料工法PODI ※JIS A9521に基づく発泡プラスチック断熱材 ・ [3.9.3]

・ ※非歩行・S-F1 (900mm×1800mm、白地にゴシック黒文字) [2.4.1] 　※「改修標仕」3.9.3(b)による　　・図面による・P0S(硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくはM3DI
・ ・軽歩行・S-M1・P0SIM4DI 2号の場合、透湿係数を除く規格に準ずるもの) 15 その他 ・構内既存の施設 ・SI-F18 工事用水 ・S4S・

　※利用できる(・有償　　・無償) ・SI-M1・S4SI
　・利用できない ・S-F2

４ [1.5.2]調査範囲　※躯体コンクリート面　　・図面による1 施工数量調査・S-M2
｜ 　調査内容構内既存の施設 ・SI-F29 工事用電力
１

絶縁用シート [3.3.2]
部の挙動の　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ　※利用できる(・有償　　・無償) ・SI-M2

外
厚さ(mm)種類工法 　有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。　・利用できない ・・S-F1・S3S ※非歩行

壁
P1B、P2A ・0.15mm以上※ポリエチレンフィルム 　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。・S3SI ・ ・軽歩行・SI-F1

改・位置・仕様については参考図を参照のこと。 調査報告書の部数　　※2部　　・　10 仮囲い ・S-F2
修

P1BI、P2AI ・※フラットヤーンクロス(70g/㎡) ・SI-F2

工
T1BI ※樹脂注入工法2 ひび割れ部改修 [4.1.4][4.2.5]・11 搬出入車両の駐車 ※工事現場内 ・M4S ・S-M1 ※非歩行

事 工法P1E、P2Eの保護層　　・設ける場所、資機材の [3.3.3] ひび割れ幅 注入口間隔・M4SI 注入量・軽歩行・位置・仕様については参考図を参照のこと。
・

備考注入工法の種類屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材張りじまい位置 (mm) (mm)置場所 (ml/m)・S-M2
コ[3.3.4(ｲ)(g)] ・SI-M1※図面による　　　　 ※自動式低圧 ・200～300
ン

0.2～1.0
・仮設ﾄｲﾚ ・SI-M2平場の保護コンクリートの施工12 その他   エポキシ樹脂[3.3.5]

ク・設置する　　・施設利用可   注入工法こて仕上げの場合　厚さ　※80mm以上　　・　 絶縁用シート 、可塑剤移行防止用シート
リ仕上材がある場合　厚さ　※60mm以上　　・　 ・手動式エポキシ ・250～300※発泡ポリエチレンシート　　　・　 0.2～1.0ー

  樹脂注入工法屋上排水溝　※図面による　　・　
ト[3.5.4]既存防水層下地がPCコンクリート部材及び ・機械式エポキシ

３ 打[3.1.3][3.8.3] ALCパネルの場合※「改修標仕」3.1.3(5)による1 降雨等に対する [3.3.5]   樹脂注入工法立上り部の保護の方法
放・養生方法(とい (S-F1・S-F2)

防
・乾式保護材　　　　　製造所の仕様による

し共) 　目地処理　　・行う(工法　　　　　　　)
水 仕

・れんが押さえ
　増張り　　　・行う(工法　　　　　　　) 注入材料

改
[4.2.4]

上
・コンクリート押さえ

2 防水改修方法 ・(　　　　　　)工法 [3.1.4][表3.1.1] [3.5.4]　種別S-F1及びSI-F1の場合のPCコンクリート部材
修

  ※建築補修用注入エポキシ樹脂(JIS A6024)
げ

・モルタル押え(屋内)
  ・低粘度形　　　　・中粘度形

工 外[3.1.4]  [4.2.5]入隅部増張り3 シーリング改修 ・確認方法　※コアの抜き取り　・(　　　　　　　　 )・シーリング充填工法　・シーリング再充填工法　・　 9 改質アスファ 防水保証期間
事 壁工法 (抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　)・・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法 [表3.1.2] ルトシート防水  (引渡しの日から [3.5.4(f)(2)]機械式固定工法によるルーフィングシートの (抜取り個数：　　　　　　　　　　　　　)

・屋根　年間　　・外壁　年間　　・その他　年間)[3.2.5] 風圧力に対応した工法 [4.1.4][4.2.4][4.2.6]4 改修用ドレン ・Uカットシール材充填工法・設ける(主防水材製造所の仕様による)
屋根露出防水絶縁断熱工法に用いる断熱材 [3.4.2] ・ 充填材料 品質・規格等 備考

材質 保護層の施工(屋内保護密着工法)5 既存下地の処理 厚さ(mm)補修箇所の形状、長さ、数量等 ポリマーセメント[3.2.6] ※1成分形または2成分形・シーリング用材料
モルタルの充填・床塗り工法　※[3.3.5(d)(1)～(3)]による　・　・　※図面による　　　　・　 ※JIS A 9521のA種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板 ポリウレタン系

2種1号又は2号で透湿係数を除く規定に適合するもの   ※行う立上り部保護層、防水層の撤去 ・下地ﾓﾙﾀﾙ塗り　※[6.15.6(c)(1)]に準ずる　・　 シーリング材
・   ・行わない・　・行う　　　・行わない ・保護コンクリートの厚さ　・　　mm

既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした [3.2.6] ・立上り部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚　　※7mm以下　　 ・　　mm ・可とう性エポキシ ・JIS A 6024
立上り部の補修   樹脂防水層の種別(JIS A6013による) [表3.1.1][3.4.1][3.4.2][3.4.3]
　・POS、POSI工法(機械的固定方法) 11 塗膜防水 防水保証期間

防水改 防水改　※「改修標仕」3.2.6(4)(ｳ)(g)による (引渡しの日から施工 ポリマーセメントモルタルの品質・規格等　実績等の資料を厚さ修工法 修工法 材質　・ ・屋根　 年間　　・外壁　 年間　　・その他　 年間)箇所 監督職員に提出する(mm)の種類 の種別
[4.1.4][4.2.4][4.2.7][表3.1.1][3.6.3][表3.6.1～表3.6.2]ウレタンゴム系塗膜防水 ・シール工法

・M4AS ・AS-T1 下層用 ※2.5改質アスファルトシート 及びゴムアスファルト系塗膜防水・行う [3.2.6]6 既存露出防水層 シール材料 品質・規格等
(非露出複層防水用R種) ・表面の仕上げ塗装 施工箇所 その他工法 種別 ・パテ状エポキシ樹脂 ・JIS A 6024

除去 ・X-1 ・X-1H・P0X 仕上塗料塗り ・可とう性エポキシ樹脂
上層用 改質アスファルトシート ※3.0 ・L4X ・X-2 ・X-2H

(露出複層防水用R種) ・ ・P1Y 保護層※Y-2 ・　 ※適用する
[4.1.4][4.2.4][4.2.8]3 欠損部改修工法 ※充填工法・P2Y ・適用しない

品質・規格等※4.0 充填材料・AS-T2 改質アスファルトシート ・歩行用　　　　・非歩行用
・(露出単層防水用R種) ・エポキシ樹脂モルタル ・JIS A 6024※非破壊膜厚管理工法　　膜厚測定結果報告書(図面)を提出

粘着層付改質アスファルトシート・AS-J2 ※3.0 　X-1:全面測定　　ﾒｰｶｰ非対応の場合は監督員と協議のこと
(露出単層防水用R種) ・ ・ポリマーセメントモルタル　X-2:1か所以上/@1m～@3m程度 施工数量に応じて監督職員と協議のこと

　ｽﾚｰﾄ屋根の場合：線測定15m/100m2程度
※JIS A 6021 外壁用塗膜防水の適用は図面による

・4 その他

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　 　　　　　　　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月



工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

建築改修工事　特記仕様書その3

４
・　4 その他

1 ひび割れ部改修 既存モルタル撤去工法 ・注入口付アンカー ※9 ※16 ※9 ※16 ※25 ・薄付仕上 ・外装薄塗材E ・砂壁状 ・吹付け
｜ 工法 (範囲は図面による。撤去部分の補修は、2 欠損部改修工法による) 　ピンニング全面 ・ ・ ・ ・ ・ 　塗材 ・ゆず肌状 ・こて
２ ※樹脂注入工法 [4.1.4][4.3.5][4.3.6] 　エポキシ樹脂注入工法 ・平たん状 ・ローラー

(※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面) ・さざ波状
外 ・注入口付アンカー ※9 ※16 ※9 ※16 ※50 ・凹凸状
壁

ひび割れ幅 注入量注入口間隔 1 ひび割れ部改修 改修場所　　※既存タイル張り面注入工法の種類 備考 ４ 　ピンニング全面 ・ ・ ・ ・ ・ ・着色骨材砂壁状(mm)(mm) (ml/m)
改

工事 ・既存タイル撤去面｜ 　ポリマーセメント
修

※自動式低圧 0.05～0.2 ・200～250 ・ 　(・コンクリート面　　・モルタル面)３ 　スラリー工法 ・可とう形外装 ・砂壁状 ・吹付けエポキシ樹脂注入
工 ※樹脂注入工法 [4.1.4][4.3.4][4.5.5]工法 　薄塗材E ・ゆず肌状 ・こて
事 外 注入量注入口間隔ひび割れ幅 ・注入口付アンカー ※9 ※16 ※25 ・平たん状 ・ローラー
・

・手動式エポキシ ・250～3000.2～1.0 備考注入工法の種類壁 (mm) (ml/m)(mm) 　ピンニング部分 ・ ・ ・ ・さざ波状
モ

  樹脂注入工法
改 　エポキシ樹脂注入 ・凹凸状・0.05～0.2 ・200～250

ル
※自動式低圧・機械式エポキシ

修 　タイル固定工法 ・防水形外装 ・ゆず肌状 ・吹付けエポキシ樹脂
タ

  樹脂注入工法
注入工法工 　薄塗材E ・さざ波状 ・ローラー

ル 事 － － － － ・凹凸状・手動式エポキシ ・タイル部分張替工法・250～3000.2～1.0
塗 ・ ・外装薄塗材Si ・砂壁状 ・吹付け樹脂注入工法
り

[4.2.4]注入材料
タ ・機械式エポキシ ・タイル張替工法 － － － － ・厚付け ・外装厚塗材C ・吹放し ・吹付け

仕
　※建築補修用注入エポキシ樹脂(JIS A6024)

イ 樹脂注入工法 　仕上げ塗材 ・凸部処理 ・こて
上

　　・低粘度形　　　　・中粘度形 ル ・平たん状
げ

アンカーピン [4.3.5]・確認(コア抜取り)を行う。 [4.2.5] 張 ・凹凸状
外

　材質　※ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り(抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　) り ・ひき起こし
壁

加工したもの[4.2.2]注入材料(抜取り個数：　　　　　　　　　　　) 仕 ・掻き落とし・　※建築補修用注入エポキシ樹脂(JIS A6024)
・Uカットシール材充填工法 上[4.1.4][4.2.4][4.2.6][4.3.7] [4.3.5]注入口付アンカーピン ・外装厚塗材Si ・吹放し ・吹付け・低粘度形　　　　・中粘度形

げ [4.3.4]充填材料 ・外装厚塗材E ・凸部処理 ・こて品質・規格等 備考 　材質　※ステンレスSUS304、呼び径外形6mm・確認(コア抜取り)を行う。
外 ・ ・平たん状 ・ローラーポリマーセメント※1成分形または2成分形・シーリング用材料 (抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　)

ポリマーセメントスラリー壁 [4.3.5]モルタルの充填 ・凹凸状ポリウレタン系 (抜取り個数：　　　　　　　　　　　　　)
  ※行う 　実績等の資料を監督職員に提出 ・ひき起こしシーリング材
  ・行わない・ タイル部分張替工法、タイル張替工法については欠損部改修工法による ・複層仕上 ・複層塗材CE ・凸部処理 ・吹付け[4.1.4][4.2.2][4.3.5][4.5.6]・Uカットシール材充填工法

　塗材 ・複層塗材Si ※凹凸模様 ・ローラー・可とう性エポキシ ・JIS A 6024 品質・規格等 備考充填材料
4 目地改修工法 伸縮調整目地改修工法 [4.1.4][4.4.16] ・複層塗材E ・ゆず肌状  樹脂 ・シーリング用材料 ※1成分形または2成分形 ポリマーセメント

・複層塗材RE 対候性目地の位置 寸法モルタルの充填ポリウレタン系
・図面による ・可とう形複層 　※耐候形3種　 　・　・※行うシーリング材

　塗材CE 上塗材ポリマーセメントモルタルの品質・規格等　実績等の資料を監督員に ・行わない・
シーリング用材料提出する [3.7.2][表3.7.1][4.4.16] ・防水形複層 　溶媒　　※水系  ・　・可とう性エポキシ ・JIS A 6024

[4.1.4][4.2.4][4.2.7][4.3.8]・シール工法 　塗材CE種類 施工箇所樹脂
・図面による・シール材料 ・防水形複層 　外観　　※つやあり品質・規格等

　塗材E 　　　　　・つやなし・パテ状エポキシ樹脂 ・JIS A 6024
5 タイルの種類 [4.4.7～8]・可とう性エポキシ樹脂 ・防水形複層 　　　　　・メタリックポリマーセメントモルタルの品質・規格等　実績等の資料を

　塗材RE用再うわぐ監督職員に提出する 対凍生色役物 防水形の増塗材　※行う途・既存塗り仕上げ材の撤去及び補修 [4.4.2][4.6.3] すり 害性施 材形状 に(※シール工法の範囲　　・　　　　　　 　　　　) 2 欠損部改修工法 [4.1.4][4.4.7]・タイル部分張替え工法 備工 ・可とう形改修 ・平たん状 ・吹付けよ ・可とう形寸法 施 無 あ な 標 特 適 あ な　事前調査に基づき、適用範囲については監督職員と協議する。 考箇[4.1.4][4.2.2][4.4.3][4.4.8～9]2 欠損部改修工法 既存モルタル面の欠損部 　改修用仕上 　塗材E ・さざ波状 ・ローラー塗りるゆ ゆ り し 準 注 用 り し・タイル張替え工法 [4.1.4][4.4.8] (mm)所改修工法の種類 　塗材 ・可とう形改修 ・ゆず肌状区品質・規格等材料 　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 う う[4.4.8][表4.4.2]
　塗材RE分・充填工法 ・JIS A 6024・エポキシ樹脂 　　位置　※「改修標仕」表4.4.2による　　・図面による
・可とう形改修・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・モルタル [4.4.7～8][表4.4.5]タイル張りの工法

・タイルの見本焼きを行う 　塗材CE
タイルの種別 工法・ポリマーセメント ・実績等の資料を監督職員に 役物 [4.5.2]防火材料の指定がある場合・外装タイル ・密着張り　　・改良積上げ張りモルタル 　提出 　標準的な曲がり(小口、標準、二丁、屏風)の役物は一体成形とする。 　※建築基準法に基づく認定を受けた材料・改良圧着張り

塗り厚25mmを超える場合の・モルタル塗替え 「改修標仕」 ・タイルの見本焼きを行う・マスク張り・ユニットタイル補強処置工法 ※見本帳又は見本塗板を監督職員に提出する　4.2.2(7)による [4.5.3]・モザイクタイル張り 6 その他 ・　※行う　 ・行わない
　・図面による

・タイルの試験張りを行う 5 マスチック塗材 種別　・A種　　　　・B種 [4.6.2]既製目地材  [4.3.4] [4.4.5(4)(エ)④]・既製調合モルタル(張付け用) 塗り
・適用する(形状　※図面による　　・　　　　　　　) 　実績等の資料を監督職員に提出　

・外装タイル貼り下地等の下地モルタル及び下地調整 [4.7.2][表4.7.1][4.7.3]3 浮き部改修工法 [4.3.11～16][表4.3.3～4] 6 外壁用塗膜防水材[4.4.8(8)(ア)(a)]　塗材塗りの接着力試験を行う 塗り 仕上げの形状　　・凹凸状　　　・ゆず肌状注入口のアンカーピン  (                        　　　) 　　　　　　　　・凸部処理　　・さざ波状充填量の本数 箇所数改修工法の種類
工法　　　　　　・吹付け　　　・ローラー(箇所/㎡) 注入量(本/㎡)(モルタルを撤去 ・外装壁タイル接着剤張り [表4.4.6]
下地挙動緩衝材　・適用する　　・適用しないしない場合) (ml/箇所) タイルの種類 接着剤使用量一般部 一般部指定部 指定部 裏あし高さと裏面反り
耐候性　　　　　・耐候形１種　※耐候形２種　・耐候形３種

裏あし高さ0.9mm以下、 2.5kg/㎡・外装タイル [1.5.2]調査範囲　※躯体コンクリート面　　・図面による1 施工数量調査４・アンカーピンニング ※16 ※25 ※25
かつ、裏面反り±0.7mm以下 ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、調査内容｜　部分エポキシ樹脂 ・ ・ ・ ・7 その他上記以外 3.5kg/㎡ ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の４　注入工法
裏あし高さ0.9mm以下、 2kg/㎡・ユニットタイル 流出の有無を調査する。・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※25
かつ、裏面反り±0.7mm以下 コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に外　全面エポキシ樹脂 ・ ・ ・ ・ ・
上記以外 2.5kg/㎡ 表示する。壁　注入工法

・外装壁タイル接着剤張り ・ 改 調査報告書の部数　　　※2部　　・　・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※50
専用タイル以外のタイル 修　全面ポリマー ・ ・ ・ ・ ・

工 既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法2 既存塗膜等の撤去 [4.5.4][表4.5.3～7]　セメントスラリー工法
事 及び下地処理 工法 下地面の補修処理範囲

[4.4.9～15][表4.3.5～6]3 浮き部改修工法 ・・注入口付アンカー ※9 ※16 ※25 ・サンダー工法 ・ひび割れ部※既存仕上面全体　・　
塗 　改修工法・高圧水洗工法　ピンニング部分 ・ ・ ・ ※既存仕上面全体　・　注入口のアンカーピン
り充填量の本数 箇所数　エポキシ樹脂注入工法 ・塗膜はく離剤工法 ※既存仕上面全体　・　 ・浮き部改修工法改修工法の種類
仕(箇所/㎡) 注入量(本/㎡)(モルタルを撤去
上・注入口付アンカー ※9 ※16 ※9 ※16 ※25 ※上記処理範囲以外の既存しない場合) ・水洗い工法(ml/箇所)

一般部 一般部指定部 指定部 げ 　仕上面全体　・　　ピンニング全面 ・ ・ ・ ・ ・
外　エポキシ樹脂注入工法 ・アンカーピンニング ※16 ※25 ※25

※下地調整材3 下地調整材 [4.5.2][4.5.4]壁　部分エポキシ樹脂 ・ ・ ・
・ポリマーセメントモルタル・注入口付アンカー ※9 ※16 ※9 ※16 ※50 　注入工法
製造所　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。　ピンニング全面 ・ ・ ・ ・ ・ ・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※25

・防水形仕上げ塗材主材を使用　ポリマーセメント 　全面エポキシ樹脂 ・ ・ ・ ・ ・
　スラリー工法 　注入工法

・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※50[4.3.5]アンカーピン
[4.1.4][4.5.2][表4.5.1～2]種類、仕上げの形状、工法　全面ポリマー ・ ・ ・ ・ ・　材質　※ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り

仕上げの形状等呼び名種類 工法　セメントスラリー工法　加工したもの
・薄付仕上 ・外装薄塗材Si ・砂壁状 ・吹付け・

[4.3.5] 　塗材 ・ゆず肌状 ・ローラー・注入口付アンカー ※9 ※16 ※25注入口付アンカーピン
・さざ波状　ピンニング部分 ・ ・ ・材質　※ステンレスSUS304、呼び径外形6mm

・可とう形外装 ・砂壁状 ・吹付け　エポキシ樹脂注入工法・
　薄塗材Si　　 ・さざ波状 ・ローラー[4.3.5]ポリマーセメントスラリー

・ゆず肌状実績等の資料を監督職員に提出

・欠損部改修工法

4 仕上げ塗材仕上げ

　樹脂　　※アクリル系　・　

耐候形1種

ﾌｯ素系

低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 

　工法　・吹付け　・ローラー
　溶媒　※水系
　樹脂　※フッ素系
　外観　※つやあり　・つやなし

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　 　　　　　　　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-04



工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

建築改修工事　特記仕様書その4

７ そ[7.1.3]※屋内の壁、天井仕上げは次の箇所を除き防火材料とする。1 材料

の塗 　(箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　)

他装 材質　・水性系　　　　・ 

改
摘

「横浜市公共建築物シックハウス対策ガイドライン」に [9.3.3]

修
要

基づくものとする。

工
事

ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　・ 

事
項

[9.3.4]

既存塗膜の除去範囲2 下地調整 [7.2.1][表7.2.1～表7.2.7]
(塗替えでRB種の場合)・素地ごしらえ

※劣化部分除去　　・図面による [9.4.2]
下地調整・素地ごしらえ [7.2.2～7.3.7][表7.2.1～7.3.7]

下地調整等の種別 ひび割れ部の
下地面の種類 補修 [9.4.3]新規塗替え

木部 ※RB種 ・A種
・ ・B種

鉄鋼面 ※RB種 ※C種
・ ・DPはB種

亜鉛めっき鋼面 ※RB種 ・A種
・ ・B種

亜鉛めっき鋼面 ※RB種 
(鋼製建具) ・
モルタル、せっこう ※RB種 ・A種 ・行う
プラスター面 ・ ※B種
コンクリート(8節以外)、 ※RB種 ・A種 ・行う

[表9.5.1～9.5.3]ALCパネル面 ・ ※B種
コンクリート(8節)、 ・ ・A種 ・行う
押出成形セメント板面 ・B種
せっこうボード、 ※RB種 ・A種
その他のボード面 ・ ・B種

[7.4.2，7.4.3][表7.4.1～7.4.6]錆止め塗料塗りの種別3 錆止め塗料塗り
工程種別

塗料種別塗装面 適用
新規塗替え

・A種(見掛り) 　　　鉄鋼面 5節(SOP塗り) ※A種　 ※C種
・B種(見隠れ)・

８8節(DP塗り) 1回目C種
新規面

8節(DP塗り) 1回目C種
塗替えRA種 ・B種

・C種
8節(DP塗り) ※E種 ・A種
塗替え ・B種
RB・RC種 ・C種
9節(屋内EP-G ・A種 ※C種
塗り) ※B種 ・

亜鉛めっき 5節(SOP塗り) ※A種 ※C種
鋼面 ・B種 ・

8節(DP塗り) ※B種

9節(屋内EP-G ※C種 ※C種
塗り) ・

[9.1.6]

2・3回目D種

2・3回目D種
・A種

※A種
・B種
・C種

・A種(見掛り)
・B種(見掛り)
※A種(鋼製建具等)
・B種

※A種(鋼製建具等)
・B種

[表7.4.6]　　

耐火材吹付けなど、被覆材が接着する面への塗装
　・行わない　　　・行う
　適用箇所　　・図示による(　　　　　　)　　　・ 
　塗料の種別　・「標仕」18.3.2表18.3.1(　　)種

塗装の種類 塗装面
工程種別

塗替え 新規
・合成樹脂調合
　ペイント塗り(SOP)

・クリアラッカー
　塗り(CL)
・アクリル樹脂系
　非水分散形塗料
　塗り(NAD)
・耐候性塗料塗り
　(DP)

・つや有合成樹脂
　エマルション
　ペイント塗り
　(EP-G)

・つや有合成樹脂
　エマルション
　ペイント塗り
　(屋内)(EP-G)

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面
(鋼製建具)
木部

コンクリート
モルタル面

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面
コンクリート、
モルタル、押出
成形セメント板面

コンクリート、
モルタル、せっ
こうプラスター、
せっつこうボード
その他ボード面

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※B種
・
※B種
・
※B種
・
※A種
・
※B種
・
※B種
・

・
・A-1種 
・A-2種
・B-1種
・B-2種 
・C-1種 
・C-2種
※B種
・

※B種
・
※B種
・
※A種

・A種(屋外)
・B種(屋内)
・A種 
・B種 
※B種
・
※B種
・
※B種
・
※B種
・

※A種
※A種
・A-1種 
・B-1種
・C-1種 

・A種 
・B種 

・
・A種

※A種

・B種
※A種

[7.5.1～7.13.2][表7.5.1～7.13.16]

・合成樹脂
　エマルション
　ペイント塗り(EP)

コンクリート、
モルタル、せっ
こうプラスター、
せっつこうボード
その他ボード面

※B種
・

・A種
・B種

・ウレタン樹脂
　ワニス塗り
　(屋内)(UC)

木部 ※B種
・

※B種
・

　(WP)
・木材保護塗料塗り 木部 ※B種

・
※B種
・

・C種

合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)の塗料の種別 [7.5.2]
　※1種　　　　・ 

耐候性塗料塗り(DP)の上塗り塗料の等級 [7.8.2][7.8.3]
　・鉄鋼面(　　　)　・亜鉛めっき鋼面(　　　)

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(EP-G)のしみ止め
[7.9.2][7.10.2]

合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)のしみ止め
　・しみ止めシーラー　・(　　　　　　　　)

　・しみ止めシーラー　・(　　　　　　　　)

ステイン塗りの塗料 [7.12.2]
　・(　　　　　　　　　　)

5 その他　 ・｢改修標仕｣および｢標仕｣に記載されていない塗料の適用
　※図面による(※弱溶剤型ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料　・　　　　　　　)

・タールエポキシ樹脂塗装

環
境
配
慮
改
修
工
事

1 石綿の処理 一般事項
　適用範囲
　※除去工法　　・封じ込め工法　　・囲い込み工法
　・仕上げ工事を行う　　・図示による

[9.1.1]

石綿粉じん濃度測定
　・行う　「改修標仕」9.1.1(6)による

[9.1.1]

吹付け材の除去
石綿含有仕上塗材
の除去

除去工法　　　・「改修標仕」9.1.3(2)(ｱ)による [9.1.3]
[9.1.3]石綿含有吹付け材の飛散防止措置

石綿含有吹付け材の処分
　・埋立処分　・中間処理

　※湿潤化　　・固形化
[9.1.3]

3 石綿含有保温材等
の除去

養生等　　作業場の隔離　　・行う　　・行わない
石綿含有保温材等の処分
　・埋立処分　・中間処理

[9.1.4]

2 石綿含有吹付け

4 石綿含有成形板等
の除去

石綿含有成形板等の処分
　・埋立処分　・中間処理

[9.1.5]

5 石綿含有仕上塗材
の除去

除去工法　　　・「改修標仕」9.1.6(3)による 
石綿含有仕上塗材の飛散防止措置
　・負圧隔離養生　　・隔離養生(負圧不要)
石綿含有仕上塗材の処分
　・埋立処分　・中間処理

[9.1.6]

[9.1.6]

6 外断熱改修工事
(外壁)

材料(外断熱)
種類 種別 厚さ(mm) 施工箇所

[9.2.2]

・ビーズ法
　ポリスチレン
・ビーズ法ポリ
　スチレンフォーム
　保温材
・押出法ポリ
　スチレンフォーム
　保温材A種
・フェノール
　フォーム保温材
・ロックウール
・グラスウール

・保温板(2種b)
・保温板(3種b)
・
※F☆☆☆☆

・JIS A 9504

・25　・ 
・25　・ 
・

外装材の種類及び防火性能

　・図面による
既存外壁の処置

[9.2.2]

[9.2.3]
　既存外壁の仕上げ材撤去　　　・図面による
　下地面の清掃　　　　　　　　・行う
　下地面欠損部の改修工法　　　・図面による
工法 [9.2.4]
　通気層の有無及び厚さ　　　・有り(厚さ　　　　　　)
　断熱材施工　　　　　　　　・図面による
　外装材の施工　　　　　　　・図面による

7 断熱・防露改修
工事

[9.3.2]・断熱材打込み工法
　　断熱材の種類　　　　・　　　　厚さ　・　mm
　　接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　
・断熱材現場発泡工法
　　断熱材の種類　　　　・A種1　　　・A種1H
　　断熱材の吹付け厚さ　・　　mm
・断熱材後張り工法
　　断熱材の種類　　　　・　　　　厚さ　・　mm
　　接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　・ 

8 屋上緑化 材料
　芝及び地被類の種類等　　　　　　　　　　・図面による
　見切り材､舗装材､排水孔､マルチング材等 　・図面による
工法
　固定工法　　　　　　　　・図面による
　かん水装置　　　　　　　・設ける(種類　　　　)
　既存保護層の撤去　　　　・図面による
新植芝等の枯補償
　新植した芝及び地被類の枯れ補償期間 [9.4.4]
　　※引渡しの日から1年　 ・ 

9 透水性アスファ
ルト舗装

既存舗装の撤去及び再利用 [9.5.2]

　・既存舗装の再利用　※図面による　　・ 
　・既存舗装の撤去　　※図面による　　・ 

路床の構成、材料及び厚さ等
　・遮断層を設置(　　　mm)

[9.5.3]

　　材料　※川砂、海砂又は良質な山砂とし、品質は75μm
　　　　　　ふるい通過量が10％以下のもの
　・凍上抑制層を設置
　　材料　　　・ 
　　厚さ(mm)　・ 
　　フィルター層の厚さ(mm)　車道部　　※150　　・ 
　　　　　　　　　　　　　　歩道部　　※ 50　　・ 
　・路床安定処理
　　方法　※添加材料による安定処理
　　厚さ(　　　)mm　CBR(　　　)

　　　　　　　　　　・フライアッシュセメントB種
　　　　　　　　　　・普通ポルトランドセメント
　　　　　　　　　　・生石灰(　　　　)
　　　　　　　　　　・消石灰(　　　　)  
　・ジオテキスタイル
　　ジオテキスタイルの品質：
　盛土の種別　・A種　　・B種　　・C種　　・D種
　　C種の場合(建設発生土受入量(　　)ｍ3　発生場所　　　)
　発生土の処理
　　※指定処分　(　　　　　　　　　　　　　　)
　　・構内指示の場所に堆積
　　・構内指示の場所に敷き均し
　　・再利用　(　　　　　　　　　　　　　　)
　　・確認処分
　・路床土の支持力比(CBR)試験
　・路床の締固め度試験
　・現場CBR試験
　・砂の粒度試験

[9.5.4]路盤材料及び厚さ等

　　　　　　・クラッシャラン(C-40)
　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ(CS-40)
　　　　　　・　

　　　　　　　　歩道部　　　※100　　　　・ 
　・路盤の締固め度試験

舗装材料及び厚さ等
　車道部
　　※ストレートアスファルト　 厚さ(mm)　※50　　・ 
　　・　
　歩道部
　　※ストレートアスファルト　 厚さ(mm)　※30　　・ 
　　・　
　舗装の平たん性 [9.5.5]

[9.5.5～6]

　　※著しい不陸がないもの

　　・透水性アスファルト混合物等の抽出試験を行う [9.5.9]

1 契約不適合の点検
及び契約不適合の
修補

※契約不適合の点検及び契約不適合の修補は「公益財団法人
横浜市建築保全公社請負工事における契約不適合の点検及び
修補の確認実施要領」による

(6)シーリング　　※5年　 　・　年

3 塗膜防水

2 保証書

仕上げ塗料

　　添加材料の種類　・高炉セメントB種

　　　路盤材料　※再生クラッシャラン(RC-40)

　路盤厚さ(mm)　車道部　　　※150　　　　・ 
4 塗装

・B種
B種

ﾌｯ素 ﾌｯ素

・ 高耐候性水性ﾌｯｿ樹脂塗り

(1)屋根葺き工事　　　・5年　※10年
(2)防水工事　　　　　・5年　※10年

(4)外壁工事防水保証　・5年　※10年
(5)その他(ﾌﾟｰﾙ水槽ｼｰﾄ張り)　※10年　 ・　年

10(3)外壁工事塗膜保証　※5年　・　年

※塗膜防水仕上げ塗料は、遮熱塗料とする

下記工事について、保証書を提出すること

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　 　　　　　　　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-05



移動式足場(ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ)

枠組足場・くさび緊結式足場は手すり先行据置方式とすること。

工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

関係法令、各種規準を遵守し、第三者の安全確保対策を充分に行うこと。11.

10.

災害防止に備えるとともに事後点検結果を報告すること。

搬出入に伴う工事車両の運用、荷揚げ等、やむを得ず一時的に工事ｴﾘｱ外での作業を行う際には、ｶﾗｰｺｰﾝ･　

ｺｰﾝﾊﾞｰ等にて区画を行うと共に、工事施工区域とは別に監視員を配置し、第三者の安全を確保すること。

震度4以上の地震発生時や暴風・大雨警報などの｢悪天候｣が予想される時は、事前に点検し対策を実施して9.

外部仮囲い等は強固に固定し、また、施設利用者が触れても危険が無いよう設置すること。8.

急な暴風雨、豪雨等にも迅速に対応出来るよう、予め体制を整備しておくこと。7.

また、火気使用30分後に、作業場所の安全を確認すること。

火気使用時(ｱｰｸ溶接等)には床・壁共防災ｼｰﾄの養生を行い消火器を設置する。6.

仮囲い等の仮設物の設営後は常に点検を行い、不備が認められた際には速やかに是正処置を講ずること。5.

第三者の工事区域内の侵入を防ぐこと。

工事区域周囲や資材置場の仮囲いの出入口は、作業中においても常に施錠し、工事関係者以外の4.

安易に入り込めないようにする。

工事場所は必ず区画し、作業は必ず工事区画内で行い、工事箇所には工事関係者以外の人が

外部足場の昇降口や資材置き場の出入口は常に施錠し、第三者の工事ｴﾘｱへの進入を防ぐこと。3.

敷地内での工事車両安全速度は｢5km/h｣以下とすること。2.

1.

■工事内容

9. 図中以外に必要と思われる箇所には養生を行い、資材置場・工事箇所は仮囲いを設けること。

8.

　発報を停止する措置(施設側対応)に関して、事前に施設管理者と協議を行っておくこと。

・万一自動火災報知機感知器が発報した際、工事によるものか否かを確認する方法や

　熱の影響を受けないよう考慮すること。

・室内温度差等により感知器が作動しないよう、投光器等の熱源は感知器から距離を置き、

・感知器には専用ｶﾊﾞｰ等で養生を行う。作業時間帯以外は取り外すこと。

また、工事範囲内の感知器への対応は以下とすること。

自動火災報知機感知器が誤発報しないよう、以下による適切な対応を行うこと。7.

・範囲内の地中埋設物を損傷させないよう、解体掘削は慎重に行い急激な作業を行わないこと。

・状況に応じ重機を使わず、手はつり、手堀で作業を行うこと。

土間解体及び、掘削等の作業には以下に注意すること。6.

また、作業前にﾚﾝﾄｹﾞﾝ調査等を行うなど、埋設物を破損させない準備を行うこと。

現場調査を入念に行うこと。

ｺﾝｸﾘｰﾄの壁及び床のはつりやｺｱ抜きを行う場合は、事前に施設で保管している図面等を参照し、5.

清掃(ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ)を行うこと。

4. 工事区域、及び周囲の作業通路ほか工事関連箇所全ての既存部分の養生を行い、完成検査(引渡し)前に

諸官庁への必要な手続きは、適時延滞なく行うこと。

既存部分の解体作業ほか工事に伴う騒音・振動・粉塵・臭気の発生等の環境汚染の抑止に努め、3.

監督員に提出し確認を得たのちに着手すること。

2. 全ての各種工事の施工に先立っては、施工計画書・施工図・製作図等の工事関係必要書類を作成し、

確認を得たのちに着手すること。

施設運営に支障のない工事計画を行い、｢安全管理施工計画書｣を作成し、監督員に提出し

工事着手に先立ち本図を参考とし、監督員・施設管理者ほかの関係機関と綿密な協議を行い、1.

施工完了後、施工報告書を提出すること。8.

設計数量に変更が生じた場合、原則設計変更をおこなう。

※施工面が多い場合は、一定の範囲を調査後、上記を行うこととする。

作業は施工範囲、数量を計画上確定したうえで着手すること。

足場掛け後、改修範囲の外壁調査を実施し、調査報告書を作成し監督員と協議すること。7.

ただし、漏水等があり補修方法が前記では不十分と判断される部分は、監督員と協議のうえ工法を変更する。

原則として0.2㎜未満のｸﾗｯｸ補修は、下地調整材・防水形複層塗材Eによる処理とする。

5.

6.

雑金物周囲にはｼｰﾘﾝｸﾞ打ち(3方)を行う。

(膜厚基準として1mm以上を目安とする。)

監督員下検査時に膜厚計を用意すること。測定位置は上階部・中階部・下階部とする。4.

その最大厚みを確認し、その厚さに30ｍｍを加えた長さをﾋﾟﾝの長さとすること。

試験体は各面100ｍ2ごと及びその端数につき1か所以上、かつ各面3か所以上行い、ﾓﾙﾀﾙ部を穿孔して

外壁ﾓﾙﾀﾙの浮き処理に使用するｱﾝｶｰﾋﾟﾝの長さは、試し孔をあけ決定すること。3.

適正な工法を選択し、脆弱塗膜を除去すること。

下回った場合は監督員と協議のうえ、当該面の下地洗浄に超高圧洗浄・ｻﾝﾀﾞｰ掛けなど工期を考慮した

0.7N/mm2以上あることを確認する。

既存外壁塗膜の付着力試験を各面100m2ごと及びその端数につき1か所以上、かつ各面3か所以上行ない2.

監督員の承認を得ること。

工事に先立ち、施工計画、施工仕様、安全対策等を記載した「施工要領書」を提出し1.

2.

1.

外部足場

最大積載量の表示を行う。

6.

7.

作業者を乗せたままで移動は絶対行わない。また、作業者は案全帯を確実に使用する。

作業床でははしごや脚立は使用しない。5.

はしごでの昇降には安全ﾌﾞﾛｯｸを使用すること。4.

手すりは90cm以上とし中桟を設置する。3.

使用中はｷｬｽﾀｰのﾌﾞﾚｰｷを4か所確実に効かせる。2.

組立高は制限高さ（7.7ｍ×[足場の短辺幅+ﾌﾞﾗｹｯﾄ出寸法]－5ｍ）かつ5段以下。1.

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ外周(外部足場設置部を除く)には全てｽﾀﾝｼｮﾝを設置する。13.

行い、集塵機及びHEPAﾌｨﾙﾀ付きﾄﾞﾘﾙを使用し、既存外壁塗材の飛散を防止すること。

壁つなぎ穿孔作業は石綿作業主任者が常駐のうえ｢石綿作業主任者｣又は｢石綿作業従事者特別教育修了者｣が12.

足場組立等作業主任者の掲示、最大荷重の表示を行う。11.

　　　　　　　　鉄 骨 造：鉄骨から直接に壁つなぎをとり、ALC版等の外壁部材からとらないこと。

　　　　　　　　水平方向：外壁角から近い建地から2ｽﾊﾟﾝ毎に設置する。

壁つなぎの設置　垂直方向：根がらみ上から始めて2ｽﾊﾟﾝ毎及び最上部は全縦地に取り付ける。10.

そのため、事前に躯体ｺﾝｸﾘｰﾄまでの仕上材厚(ﾓﾙﾀﾙやﾀｲﾙ)を測定しておくこと。

壁つなぎ用後施工ｱﾝｶｰはｺﾝｸﾘｰﾄ躯体に直に打ち込むこと。9.

足場柱の柱脚部は、短・長辺方向に根がらみを設置する。8.

層間ﾈｯﾄは専用金具を使用し、2層毎に設置する。7.

手すり、下桟、幅木は四方に設置する。6.

4.

5.

足場の外部に金物等の突起物が出る場合は緩衝材や既製の養生材で養生を行うこと。

足場の出隅は緩衝材等で養生を行うこと。3.

外部足場は設置場所を汚さないようｼｰﾄ養生を行った上に設置する。

■一般事項-1(共通) ■一般事項-2(壁面改修) ■足場設置基準

■安全対策

<弁天町>

至川崎

汐入小学校

AGC横浜ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ至横浜

至鶴見駅

鶴見小野駅

Ｒ

鶴

見

線

Ｊ

産
業

道
路

首
都

高
横

羽
線

至浅野駅

Ｎ

鶴見川

■案内図

この地図の著作権は横浜市が保有します

横浜ｻｲｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨｱ高校

至鶴見駅

また、足場の外へ現場のｺﾞﾐなどが出ないよう処理すること。

材料の搬入に使用する廊下、階段には養生(ﾍﾞﾆﾔ板)を行うこと。

工事資材の搬入出は施設側の版入出等と事前に調整すること。

外部足場の外側には防炎Ⅰ類ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄをGLまで設置し、下記の養生枠を設置すること。

■ GL+H1,800までは金網式養生枠を設置する。

□ GL+H2,000までは塗装した仮囲鉄板を足元の隙間がないよう設置する。

□ GL+H3,000までは塗装した仮囲鉄板を足元の隙間がないよう設置する。

横浜ｽｰﾊﾟｰ･ﾌｧｸﾄﾘｰ

産学共同研究ｾﾝﾀｰ
横浜市

▲

工事内容､案内図､安全対策､一般事項､足場設置基準

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

A-06

1. 1号館(PCa造+RC造:ｽﾗﾌﾞ･妻面外壁･一部の梁)の

外壁その他改修工事を行う

2.

3. 渡り廊下(S造)の外壁その他改修工事を行う

2号館(RC造+S造:ﾏﾘｵﾝ)の外壁その他改修工事を行う

　　　　　　　　 　　　　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月

工事場所：横浜市鶴見区小野町７５番１（住居表示）



工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

配置図　1/300

・3.30

・3.21

12
1
3

14
15

17
1
8

19

吹抜 吹抜

発電機室 屋根

電気室 屋根

遊
歩
道
（
歩
行
者
専
用
道
路
）

・3.20

・2.70

3.50・　

3.30・　

屋根

EV機械室 屋根

公道

敷地内通路 敷地内通路

道路幅員:9,000

道
路

幅
員

:
4,

50
0

吹抜

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

隣
地

境
界

線

道路境界線隣地境界線

道路境界線

線路敷：JR鶴見線

屋外階段

研究センター
産学共同 

凡例

道
路
幅
員
:6
,1
00

道
路

幅
員
:22,000

今回工事範囲

地盤面の高さ(標高)

1.標高+3.300(=1FL-0.15)を基準GLとする

敷地内通路

契約駐車場

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

契約者駐車場

16

契約者駐車場

駐輪場

･○.○○

公道　県道東京大師横浜線〈産業道路〉

・3.30

▲通用門

正門(歩行者専用)▼

発電機室 屋根

電気室 屋根

・3.30

・3.30

配置図

特殊排水処理機械室～工事範囲外

受水槽置場～工事範囲外
倉庫･ｺﾞﾐ置場～工事範囲外

倉庫～工事範囲外

Ｎ

A-07
令和6年6月

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　 　　　　１号館外壁その他改修工事



光沢､6色塗り分け

凸凹模様

砂壁状

外幅木

大庇・ﾊﾞﾙｺﾆｰ上げ裏

防水形複層塗材E 塗替え

外装薄塗材E 塗替え

区分 №

手すり支柱周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

打継部目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

水切り部ｼｰﾘﾝｸﾞ

外部建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水改修

換気扇ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ 撤去新設

仕
上
げ
関
係

防
水
・
シー

リ
ン
グ
関
係

塗
装
関
係

消火器ﾎﾞｯｸｽ 撤去新設

竪樋受け桝鉄蓋 撤去新設

飾り枡 撤去新設

換気扇ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ取外し再取付け

壁取付け物 取外し再取付け

金
物
関
係

自転車置き場移動・再設置

ｴｱｺﾝ屋外機廻りﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ脱着

№区分

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

54

53

52

55

56

57

58

59

60

61

62

63

1

■ 外壁面･屋根面の改修内容一覧表

同 上

同 上

同 上

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 15×10

同 上

同 上

既存ｼｰﾄ防水～撤去　端部ｱﾙﾐ水切り

ｽﾃﾝﾚｽ製 特記無き限り30cm扇用

φ100 SUS製専用ｱﾝｶｰ打ち

φ100 掴み金物SUS共 樋下り止め取付け

塩ﾋﾞ製 220×300

t4.5ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ開閉式 ﾀｰﾙﾌﾘｰ変成ｴﾎﾟｷｼ塗り

※建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ打替えのため

洗浄仕上げ

洗浄仕上げ

清掃共

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

項 目

鋼製建具は両面、枠共

配管名表示

竪樋受け桝鉄蓋 ﾀｰﾙﾌﾘｰ変成ｴﾎﾟｷｼ塗り

ﾄﾞﾚﾝ清掃・塗替え ﾀｰﾙﾌﾘｰ変成ｴﾎﾟｷｼ塗り

配管名表示

ｶﾗｰVP管

樋脱着共竪樋 支持金物交換

竪樋 撤去新設

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ含むｻｯｼ・ｶﾞﾗｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

不要金物類 撤去

摘 要項 目

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ部分のみ(支柱はそのまま)

鉄部塗替え DP塗り

鉄製配管塗替え DP塗り

手すり、面格子、ﾀﾗｯﾌﾟ､ﾎﾞｯｸｽ類ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

支持金物廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(3方)

ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ 撤去新設

設備配管ｽﾃﾝﾚｽﾗｯｷﾝｸﾞ撤去新設

ｽﾃﾝﾚｽ製 焼き付け塗装 防虫網付き ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)

天井ﾎﾞｰﾄﾞ面塗替え EP-G塗り 既存ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ類

同 上

同 上

摘 要

同 上

外壁ﾀｲﾙ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 酸洗い(環境対応型)

低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

低汚染型水性弾性ﾌｯ素樹脂塗装 塗替え

ｶﾗｰｸﾘｱｰ

ｶﾗｰｸﾘｱｰ

外壁等

外壁等

PH廻りの外壁等

ｽﾃﾝﾚｽ製 三方ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)、消火器(既存再使用)

誘発目地部ｼｰﾘﾝｸﾞ 同 上

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

同 上

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 10×10

EXP.J部ｼｰﾘﾝｸﾞ

引違い･片引き障子以外 ｼﾘｺﾝ系(SR-1)ｶﾞﾗｽ留めｼｰﾘﾝｸﾞ打替え

ALC版ｼﾞｮｲﾝﾄ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

外灯､ﾌﾞﾗｹｯﾄ等廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(3方)

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ､ｽﾘｰﾌﾞ､ﾎﾞｯｸｽ等廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(3方)

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 20×10

ｺﾝｸﾘｰﾄ面･PCa面塗替え 高耐候性水性ﾌｯｿ樹脂塗り

ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ面塗替え 高耐候性水性ﾌｯｿ樹脂塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ面･PCa面塗り 高耐候性水性ﾌｯｿ樹脂塗り

PCaｼﾞｮｲﾝﾄ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

ALC～躯体ｼﾞｮｲﾝﾄ部､PCa～躯体ｼﾞｮｲﾝﾄ部ｼｰﾘﾝｸﾞ

工程B種 下地RB種(新規面)

工程B種 下地RB種(塗替え面)

工程B種 塗料1種 錆止工程C 塗料A 下地RB種(塗替え面)

樹脂製竪樋塗り EP-G塗り水性反応硬化形弾性ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗り 同 上

光沢､6色塗り分け

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 25×10

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 30×10

同 上

A-08

梁型等の天端

そ
の
他

既存のまま

ｶﾞｽ管(塩ビ被覆)、手すり･ﾌｪﾝｽ類

AC屋外機、ACﾄﾞﾚﾝ管、ﾗｯｷﾝｸﾞ配管・冷媒管、亜鉛ﾒｯｷ管(電線管)

ｴｱｺﾝ室外機

換気扇ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ:30cm扇用

換気扇ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ:特記無き限り25cm扇用

ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

外灯

ｽﾋﾟｰｶｰ

時計

註　記

1.特記なき限り、梁底･下がり壁底の改修は①または②とする。また天井面の仕上げは天井伏図による。

3.防水形複層塗材面の各種配管の貫通部及び支持金物、各種機器(ｽﾋﾟｰｶｰ･照明器具等)の周囲3方にはｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)を施すこと。

4.電気分電盤および配管のﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽは周囲3方にｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)を施すこと。

5.外壁下地処理の際に配管類も洗浄すること。

6.使用材料はいずれも｢F☆☆☆☆｣とすること。

■

●

△

×

記号

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上)

爆裂(100mm×100mm/箇所)

欠損(100mm×100㎜/箇所)

ｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

① ② ③ ④ 小計

西側 東側

① ② ③ ④ 小計① 小計

南側

① 小計

北側
単位

m2

箇所

箇所

箇所

箇所

ｍ

ｍ

計

◎

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し

ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部

箇所

箇所

箇所

浮き(狭幅部) ｍ

表記無

ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落

ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落

Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落

種別(ｻｲｽﾞ)

19.5

32

－

－

－

－

－

－

－

 2.4

－

 1

－

 6.6

13.3

－

－

－

－

－

－

－

 8.3

 0.3

33

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

45.2

 9.3

 1

－

65

－

－

－

－

－

－

31

－

 6.7

19.1

－

－

－

－

－

－

－

31

－

 6.7

19.1

－

－

－

－

－

－

－

22

 5.3

38.7

－

－

－

－

－

－

－

－

 4.8

13.3 11.4  8.2

 0.4

24

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－ －

－

46

10.5

71.6 18.0

23

13.8

－

 1

－

－

－

－

－

－

屋階
PH階

 4.1 153.9

 40.3

  2

165

－

－

－

－

－

－

－

18.0

23

13.8

－

 1

－

－

－

－

－

－

■

●

△

×

記号

補修数量集計

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上)

爆裂(100mm×100mm/箇所)

欠損(100mm×100㎜/箇所)

ｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

－

－

－

4

8

 8.8

39.8

－

－

－

－

－

 0.5

－

20

79

－

12

－

18.5

－

－

－

－

－

  5.5

160.0

① ② ③ ④ 小計

230.0

 14.8

20

 4

79

20

11.7

西側

－ －

－

－

 1

－

11.1

55.0

－

－

－

－

－

 2.3

15.1

－

24

54

－

 3

 0.6

12.0

－

－

－

 5

  3.8

165.6 247.7

 17.8

 8

54

24

－－

 1

東側

① ② ③ ④ 小計

0.04

－

－

12

－

19.7

61.2

－

－

－

－

－

－

0.6

－

 4

20

 1

 1

－

6.7 68.1

－

－

－

－

－

－

136.6

 19.7

 1

13

20

 4

0.04

① ② ③ ④ 小計

南側

－

－

－

－

46

82.3

92.5

0.3

3.0

－

－

－

－

－

2.1

－

 7

16

－

 2

－

71.3

－

－

 0.4

－

168.9

 83.0

16

 7

－

 8 56

－ －

① ② ③ ④ 小計

北側

1.8

11

－

－

－

－

単位

m2

箇所

箇所

箇所

箇所

ｍ

ｍ

計

785.0

135.3

180

 85

 18

 55

◎

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し

ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部

64

－

7

－

－

－

－ －

19

－

－

－  7

19

64 92

－

－

－

－

－

－

 7

－

－

－

－

 7

－

－116

－

 3

－

－

－

－

－

－

－

－

－  3

－

116 107

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

107

－

－

－

－

 7

箇所

箇所

箇所 17

 26

379

浮き(狭幅部) － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.2

－

3.2

0.04

ｍ

表記無

ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落

Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落

屋階
PH階種別(ｻｲｽﾞ)

１号館

２号館

改修内容一覧表、補修数量集計

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 25×10

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2) 10×10

浮き(ﾀｲﾙ部)

浮き(ﾀｲﾙ部)

高物性1成分形ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等：X-2工法

高物性1成分形ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　壁面：X-2工法

TXﾌﾘｰ･ﾒｯｼｭ無し･密着工法

同 上

鋼製ﾎﾞｯｸｽ(分電盤他)塗替え DP塗り

金属ﾊﾟﾈﾙ廻りｼｰﾘﾝｸﾞ 渡り廊下､2号館ﾏﾘｵﾝ他

共
通

凡　例

22

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

99

ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落

2.立面図に表現しきれないﾊﾞﾙｺﾆｰなどの手すりは背面も表面に倣うこと。

ｶﾞｽ給湯器

分電盤等ﾎﾞｯｸｽ類

壁ﾎﾞｰﾄﾞ面塗替え EP-G塗り

樹脂製配管類塗替え DP塗り

樹脂製飾り枡塗替え DP塗り

樹脂製竪樋塗替え DP塗り

7.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とすること。

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月

【主な既存仕上げ】　外壁･梁型･上げ裏：浸透性吸水防止材ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱ(石綿含有の有無：有り)　ＰＨ:防水型複層塗材E(石綿含有の有無：有り)



(1号館の外壁垂直面・外壁水平面)

(2号館の外壁垂直面・外壁水平面)

■ 防水改修仕様

下塗り

工程・材料 備　考工　法

■ 外壁改修塗装仕様

下地調整(状況に応じて)

色斑調整

中塗り

　水性ﾌｯ素樹脂系ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料

　水性ﾌｯ素樹脂系ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料

上塗り

　上塗り用水性ﾌｯ素樹脂系ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料

　水性ﾌｯ素樹脂塗料用下塗り材 躯体の吸水防止

ｶﾗｰｸﾘｱｰ仕上げ

下地調整(状況に応じて)

樹脂ﾓﾙﾀﾙ等をすり込み平滑に仕上げる

下地処理によって、ﾋﾟﾝﾎｰﾙ･ｼﾞｬﾝｶ等が現れた場合は

汚れ・付着物・下地に適さない劣化した既存塗膜を除去

下地処理

　水性ﾌｯ素樹脂系ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料

下塗り

上塗り

　上塗り用水性ﾌｯ素樹脂系ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料 ｶﾗｰｸﾘｱｰ仕上げ

工程・材料 備　考工　法

(※1)下地補修等で不陸が著しく生じる部分は下地調整塗材(C-2 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系)を使用すること

仕上塗料塗り

主材模様塗り(ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端等の平場はﾌﾗｯﾄ)

主材基層塗り

　防水形複層塗材用下塗材(JIS A 5663)

下塗り

下地調整塗材(C-1 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系) (※1)

汚れ・付着物・下地に適さない劣化した既存塗膜を除去

下地処理

増塗り

より、端部に段差のないように塗り分ける 

出隅・入隅・目地部・開口部回り等に、はけ又はﾛｰﾗ塗りに

仕上塗料塗り

　防水形複層塗材用下塗材(JIS A 5663)

下塗り

下地調整塗材(C-1 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系) (※1)

汚れ・付着物・下地に適さない劣化した既存塗膜を除去

下地処理

0.25kg/m2以上

0.9kg/m2以上

1.7kg/m2以上

0.9㎏/m2以上

0.8kg/m2以上

0.1㎏/m2以上

0.3㎏/m2以上

0.1㎏/m2以上

0.8㎏/m2以上

工程・材料 所要量 備　考工　法

工法工程・材料 所要量 備　考

(PH等の外壁垂直面･ALCﾊﾟﾈﾙ面･押出し成形ｾﾒﾝﾄ板面)

(外幅木・ALCﾊﾟﾈﾙ面)

　超低汚染型水性弾性ﾌｯ素樹脂塗装

10 押え金物取付け ｱﾙﾐ製

t2 塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ張付け塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水9

8 接着材塗布 0.4 kg/m2以上

7 ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

6 仮防水 仮防水材を塗布する

5 下地調整塗材(C-2 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系) 全面にｺﾃ塗り

下地処理4

3 素地ごしらえ 平場･立上り面を機械研磨(ｻﾝﾀﾞｰ掛け等)する

2 下地補修(状況に応じて) 平場･立上り面のひび割れ部･浮き部･欠損部の補修を行う

既存ｼｰﾄ防水を撤去する既存防水層撤去1

工程 材料・工法 工　法 所要量

高圧水洗工法にて、汚れ・付着物・ 下地に適さない劣化した既存面の

異物等を除去

備　考

⑬　塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水(密着工法)

汚れ・付着物・下地に適さない劣化した既存塗膜を除去

樹脂ﾓﾙﾀﾙ等をすり込み平滑に仕上げる

下地処理によって、ﾋﾟﾝﾎｰﾙ･ｼﾞｬﾝｶ等が現れた場合は

0.01～0.02kg/m2周囲の色に合わせてﾊﾟｯﾃｨﾝｸﾞし、躯体面のﾑﾗを消す

完全に除去

①　低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

②　低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

③　防水形複層塗材E 塗替え　(JIS A 6909)

④ 低汚染型水性弾性ﾌｯ素樹脂塗装 塗替え

下地処理Ａとﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ､剥離剤等を併用して既存塗膜を

下地処理Ａ

下地処理Ｂ

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

外壁改修仕様、防水改修仕様

所要量(※1)

所要量(※1)

　超低汚染型水性弾性ﾌｯ素樹脂塗装

A-09

｢高圧水洗機による水洗い工法｣にて 加圧力30～50MPa

加圧力30～50MPa｢高圧水洗機による水洗い工法｣にて

｢高圧水洗機による水洗い工法｣にて 加圧力30～50MPa

｢高圧水洗機による水洗い工法｣にて 加圧力30～50MPa

0.12～0.18kg/m2

0.10～0.15kg/m2

0.08～0.12kg/m2

全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

0.10～0.15kg/m2

0.08～0.12kg/m2

全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

2回に色分けをし、全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

2回に色分けをし、全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

2回に色分けをし、全面にﾛｰﾗｰ塗り

下地処理Ｂは、下地処理Ａで劣化した既存塗膜が除去できない場合の仕様とする

(※1)下地補修等で不陸が著しく生じる部分は下地調整塗材(C-2 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系)を使用すること

1.使用材料はいずれも｢F☆☆☆☆｣とすること。

2.水洗い工法の加圧力は試験施工を行ったうえで決定すること。

3.1号棟の外壁は原則①仕様とするが、面によって既存塗膜の劣化状況が異なるため、設計上は①と②を50％づつで形状してある。施工に際しては塗膜状況を確認のうえ､仕様を決定すること。

工程

1

所要塗膜厚を確保するように使用量を換算すること

表中のｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水材の材料所要量は硬化物密度が1.0Mg/m3である材料の場合を示しておリ、硬化物密度がこれ以外の場合にあっては

ｳﾚﾀﾝ防水材塗り ｳﾚﾀﾝ防水材塗り

0.2 kg/m2以上 ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗り 0.2 kg/m2以上ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗り

材料・工法 工程 所要量所要量 材料・工法

3

2 下地処理

工程・材料 工　法

工程

所要量 備　考

また1工程あたりの使用量は硬化物密度が1.0Mg/m3である材料の場合、平場は2.0kg/m2、立上リは1.2kg/m2を上限として変更することができる

加圧力30～50MPa

既存撤去

異物等を除去

高圧水洗工法にて、汚れ・付着物・ 下地に適さない劣化した下地面の

下地調整塗材(C-2 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系) 全面にｺﾃ塗り

ｳﾚﾀﾝ防水材塗り ｳﾚﾀﾝ防水材塗り

4

5

6

7

4

5

6

7

(※1)下地補修等で不陸が著しく生じる部分は下地調整塗材(C-2 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系)を使用すること

主材塗り

下塗り

下地調整塗材(C-1 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系) (※1)

汚れ・付着物・下地に適さない劣化した既存塗膜を除去

下地処理

1.5㎏/m2以上

0.1㎏/m2以上

0.8㎏/m2以上

工程・材料

透水性(庇・ﾊﾞﾙｺﾆｰ等広い面積の上裏)

工　法 所要量 備　考

⑤ 外装薄塗材E 塗替え

｢高圧水洗機による水洗い工法｣にて 加圧力30～50MPa

全面にﾛｰﾗｰ塗り

全面にﾛｰﾗｰ塗り

2回に色分けをし、全面にﾛｰﾗｰ塗り

加圧力30～50MPa

⑪･⑫　高物性1成分形ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(TXﾌﾘｰ･ﾒｯｼｭ無し･密着工法)

⑪ ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等狭小部位･点在部位：X-2工法(膜厚2mm以上) ⑫ 壁面：X-2工法(膜厚2mm以上)

1号館⑪以外:ｽｸﾚｰﾊﾟｰ･剥離剤･研磨等によって既存の塗膜防水を撤去する

1.0 kg/m2以上

1.0 kg/m2以上

1.0 kg/m2以上

1.0 kg/m2以上

仕上塗料塗り(ﾌｯ素樹脂系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 仕上塗料塗り(ﾌｯ素樹脂系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ)

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月

0.2 kg/m2以上 0.2 kg/m2以上
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喫煙 ｺﾞﾐWC WC 湯沸 ACWC
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風除室 EVﾎｰﾙEV

UP

管理機械室

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
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・2.70

A-10

倉庫～工事範囲外

倉庫・ｺﾞﾐ置場～工事範囲外

駐輪場～移設のうえ復旧

目隠しﾌｪﾝｽ～取外しのうえ復旧(Y0～3共通)

遊
歩
道
（
歩
行
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専
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道
路
）

上部庇

特殊排水処理機械室･受水槽置場～工事範囲外

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

隣地境界線 道路境界線

道
路

幅
員
:22,000

公道　県道東京大師横浜線〈産業道路〉

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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倉庫屋根～工事範囲外ｷｬｯﾄｳｫｰｸ
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UP
DN 吹抜

DN

喫煙WC 湯沸 ACWC WC ｺﾞﾐ
貨物EVｼｬﾌﾄ 吹抜ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

吹抜 廊下

吹抜

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室
ﾗﾎﾞ:204

DNDN 湯沸湯沸
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湯沸 湯沸 DNDN
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吹抜 ﾗﾎﾞ:202
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吹抜ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室
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UP管理機械室

吹抜ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室 ﾗﾎﾞ:209
DN

乗用EVｼｬﾌﾄ

DN湯沸
EPS

EPS
EVﾎｰﾙEVｷｬｯﾄｳｫｰｸ

屋根 UP

DNﾃﾞｯｷ

1号館中2階･2号館2階 平面図 1/200

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1号館中2階･2号館2階 平面図

Ｎ

37 37Y0～6共通 Y0～6共通

Ａ

Ｄ

Ｃ

2
,7

50

A-11

Ｂ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ屋根～水洗い

37ｴﾝﾄﾗﾝｽ屋根
37

ｴﾝﾄﾗﾝｽ屋根～水洗い

吹抜

屋根

ﾃﾞｯｷ～水洗い

2
,7
5
0

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10) 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:
　MS-2(15×10)

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

床面～先端

床面～先端17

17

17ﾏﾘｵﾝ17ﾏﾘｵﾝ

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



床面～先端
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X0 X1 X2 X3 X4 X3X0 X1 X2
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Y0'
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0
7
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00
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0
7
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00
7
,0

00
7,

00
0
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00

0
4
,5

00

4,
65

0
39

,5
00
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0

28,000 11,200 16,700

7,000 7,000 7,000 7,000 7,050 2,600 7,050

4,150 4,150

4,
50

0
4
,5

00

< 1号館2階 > < 2号館3階 >

1号館2階･2号館3階 平面図 1/200

DNUP

UP

DNｺﾞﾐ 喫煙倉庫

吹抜ﾗﾎﾞ:201 ﾗﾎﾞ:202
喫煙WC WC 湯沸 ｺﾞﾐ AC

貨物EV

廊下

ﾗﾎﾞ:203

LVP1ｾﾐﾅｰ
ﾗﾎﾞ:303 ﾗﾎﾞ:306

ﾗﾎﾞ:204

ﾊﾞﾙｺﾆｰ LVP1ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ﾗｲﾄｺｰﾄ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾗﾎﾞ:302 廊下 ﾊﾞﾙｺﾆｰ廊下 廊下

ﾗﾎﾞ:308

ｺﾋﾟｰ

WC WC

ﾗﾎﾞ:206 ﾗﾎﾞ:301
喫煙

湯沸WC

商談1 商談2
UP

DN
休憩ｺｰﾅｰ 休憩ｺｰﾅｰ ﾗﾎﾞ:309渡り廊下

更衣 更衣 乗用EV

商談3 商談4
EPS

EPS
EVﾎｰﾙEV

UP

DNﾃﾞｯｷ

WC

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1号館2階･2号館3階 平面図

Ｎ

ﾗｲﾄｺｰﾄ面～今回範囲外

37 37Y0～6共通 Y0～6共通

37 37Y0～6共通 Y0～6共通

1号館工事

2号館工事

2号館工事
1号館工事

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

2,400 2,4002,400 2,400

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

A-12

ﾃﾞｯｷ～水洗い

2,
75
0

2,
7
50

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

　MS-2(15×10)

37X1～3共通 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)
床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:

37 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

床面～先端

17

17

17ﾏﾘｵﾝ17ﾏﾘｵﾝ

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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< 1号館3階 > < 2号館4階 >

1号館3階･2号館4階 平面図 1/200

DN

UP

DN倉庫 ｺﾞﾐ 喫煙

喫煙 湯沸 ｺﾞﾐ ACﾗﾎﾞ:305 ﾗﾎﾞ:306
WC WC WC

貨物EV

廊下

ﾗﾎﾞ:304

ﾗﾎﾞ:307

ﾗﾎﾞ:403 ﾗﾎﾞ:406

廊下ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ 廊下 ﾊﾞﾙｺﾆｰ廊下

ﾗﾎﾞ:303 吹抜 ﾗﾎﾞ:308

ﾗﾎﾞ:401 ﾗﾎﾞ:408

湯沸WC更衣

更衣 WCWC

ﾗﾎﾞ:310

DN UP

休憩ｺｰﾅｰ ﾗﾎﾞ:400 ﾗﾎﾞ:409ﾗﾎﾞ:301 屋根
乗用EV

EPS

EPS
EV EVﾎｰﾙ

UP

DNﾃﾞｯｷ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1号館3階･2号館4階 平面図

Ｎ

37 37Y0～6共通 Y0～6共通

37 37Y0～6共通 Y0～6共通

屋根面～水洗い､軒樋～清掃

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

2,400 2,4002,400 2,400

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

A-13

ﾃﾞｯｷ～水洗い

2
,7

50
2
,7
5
0

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

　MS-2(15×10)

37X1～3共通 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10) 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:

37 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

床面～先端

床面～先端17

17
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　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



Y6

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X0 X1 X2 X3 X4 X3X0 X1 X2
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7,000 7,000 7,000 7,000 7,050 2,600 7,050
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5
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< 1号館4階 > < 2号館屋階 >

1号館4階･2号館屋階 平面図 1/200

DN

UP

屋外階段屋根喫煙ｺﾞﾐ倉庫

屋根 ﾗﾎﾞ:404 屋根

貨物EV

設備基礎設備基礎

ﾗﾎﾞ:405ﾗﾎﾞ:403

吹抜

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾗﾎﾞ:401 ﾗﾎﾞ:407 ﾊﾞﾙｺﾆｰ廊下 廊下

湯沸WC更衣

更衣 WCWC

電気室
UP

DN
屋根 ﾗﾎﾞ:409 屋根

乗用EV

EPS

EPS
EVﾎｰﾙEV

UP

DNﾃﾞｯｷ

ﾊﾄ小屋

ﾊﾄ小屋

発電機室

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1号館4階･2号館屋階 平面図

Ｎ

37 37Y1～5共通 Y1～5共通

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

設備基礎

緑地 緑地

2,400 2,4002,400 2,400

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

A-14

ﾃﾞｯｷ～水洗い

2
,7

50
2
,7
5
0

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

　MS-2(15×10)

37X1～3共通

37 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10) 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

17外壁～ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17外壁～ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17

17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

3737

37

37

17ﾏﾘｵﾝ17ﾏﾘｵﾝ

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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< 2号館PH階 >< 1号館5階 >

1号館5階･2号館PH階 平面図 1/200

DN

UP

倉庫 ｺﾞﾐ 喫煙

ﾗﾎﾞ:504
ﾊﾄ小屋屋根

貨物EV

ﾗﾎﾞ:505

ﾗﾎﾞ:503

ﾗﾎﾞ:506

ﾗﾎﾞ:507

廊下ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾗﾎﾞ:502 ﾊﾞﾙｺﾆｰ廊下

ﾗﾎﾞ:508

吹抜

ﾗﾎﾞ:509

ﾗﾎﾞ:501

ﾗﾎﾞ:510

湯沸WC更衣
ﾗﾎﾞ:511

ﾗﾎﾞ:512
更衣 WCWC

DN UP

休憩ｺｰﾅｰ

乗用EV

EPS

EPS

EV機械室

DN

ﾊﾄ小屋屋根

発電機室屋根～工事範囲外

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1号館5階･2号館PH階 平面図

Ｎ

37 37Y1～5共通 Y1～5共通

電気室屋根～工事範囲外

Ａ

Ｂ

Ｄ

2,400 2,400

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

A-15

庇

庇～水洗い

2
,7

50
2
,7
5
0

21 60屋根用EXP.J

軒樋～清掃

軒樋～清掃

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

　MS-2(15×10)

37X1～3共通

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10) 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:

床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

37 床面ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え:MS-2(15×10)

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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< 1号館PH階 > < 2号館PH屋階 >

1号館PH階･2号館PH屋階 平面図 1/200

4,150 4,150

3,875 3,125

DN

EVﾎｰﾙ

貨物EV

吹抜

発電機室

電気室

EV機械室屋根～工事範囲外

設備基礎～工事範囲外 設備基礎～工事範囲外

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1号館PH階･2号館PH屋階 平面図

Ｎ

60屋上点検口､周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え(MS-2)

Ａ

Ｂ

Ｄ

2,400 2,400

A-16

2
,7

50
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5
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37Y1～5共通 37Y1～5共通

Y1～5共通25

25

25

ﾃﾞｯｷ

37X1～3共通

37

37

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

34Y2･4共通(ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ共)

17外壁～ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

32ｶﾞｽ管
(配管類改修立面図参照)

17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 17外壁～手すり･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
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4
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28,000

28,000

7,000 7,000 7,000 7,000

1号館PH屋階 平面図 1/200

吹抜 吹抜

ﾊﾟｰｺﾞﾗ～工事範囲外

ﾊﾟｰｺﾞﾗ～工事範囲外

電気室屋根～工事範囲外

発電機室屋根～工事範囲外

屋根～工事範囲外

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1号館PH屋階 平面図

Ｎ

A-17

37X1～3共通

37

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

凡 例

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床面のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取外し再取付けの範囲を示す

Ｂ 17外壁～ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

17外壁～ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y0Y1Y2Y3Y4Y5Y6 X4X3X2X1X0

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

改修立面図　1号館西側：①断面　1/200 改修立面図　1号館南側：①断面　1/200
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3,
00

0
1
50

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

2,970 42,000 2,970 2,620 28,000 2,620

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通) ｽﾁｰﾙ製分電盤22 33 25避雷針用配線支持金具 22 33ｽﾁｰﾙ製分電盤(X1･3共通)

25避雷針用配線 22 60ｱﾙﾐ製庇(Y5･1共通) 60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通) 60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通)

55 6 55Y6～2共通 60ｽﾃﾝﾚｽ製端子盤(Y4･1共通) X1･3共通 通気管:ｶﾗｰVP125φ～撤去のうえ新設

室名札･ｾｷｭﾘﾃｨ端末等～既存のまま(西面1階共通) 60ｽﾃﾝﾚｽ製消火栓ﾎﾞｯｸｽ(Y5･3共通) ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ･ｶﾞﾗﾘ:200φ ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ:150φ52 52

Ｅ

Ｆ Ｆ

改修立面図　1号館西側･南側：①断面

A-18

6 天端(6ｹ所)

1

①断面

②断面

③断面

④断面

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ ＥＷ
Ｇ

Ｒ

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

17

17 17

16 16

60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通)

1616

17 17

20 20 202019

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

X4X3X2X1X0Y0Y1Y2Y3Y4Y5Y6

改修立面図　1号館西側：②断面　1/200 改修立面図　1号館南側：②断面　1/200
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7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

42,000 28,000

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通) 60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通)

Ｅ Ｅ

改修立面図　1号館西側･南側：②断面

A-19

< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

①断面

②断面

③断面

④断面

Ｗ

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

16 16

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 X4 X3 X2 X1 X0

改修立面図　1号館西側：③断面　1/200 改修立面図　1号館南側：③断面　1/200

5
50

4
,5

0
0

5,
20

0

1,
25

0
3
,4

50
3,

85
0

4,
10

0

23
,
15

0

4,
10

0
3,

25
0

3,
00

0
1
50

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

42,000 28,000

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

60ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(Y0～6･各階共通･内外両面) 60ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(X3～1･各階共通)

60ｽﾃﾝﾚｽ製配管受けﾁｬﾝﾈﾙ(Y0～6･各階共通)

55呼び樋:ｶﾗｰVP75φ共(Y0～6･各階共通)

改修立面図　1号館西側･南側：③断面

A-20

< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

①断面

②断面

③断面

④断面

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

19 19

19 19

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y0Y1Y2Y3Y4Y5Y6 X4X3X2X1X0

改修立面図　1号館西側：④断面　1/200 改修立面図　1号館南側：④断面　1/200
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7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

42,000 28,000

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通)

60 60ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(Y6～0･各階共通･内外両面) ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(X1～3･各階共通･内外両面)

1 ﾏﾘｵﾝ部共通 41★印のﾏﾘｵﾝの外側Ｒ部共通 41★印のﾏﾘｵﾝの外側Ｒ部共通

★ ★
★ ★★ ★ ★ ★★ ★

★ ★

5

改修立面図　1号館西側･南側：④断面

A-21

60館名板

1

< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

①断面

②断面

③断面

④断面

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

19 19

19 19

1ﾏﾘｵﾝ部共通

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

X4 X3 X2 X1 X0

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

リーディング ベンチャー プラザ

渡り廊下

改修立面図　1号館東側：①断面　1/200 改修立面図　1号館北側：①断面　1/200
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7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

2,970 42,000 2,970 2,620 28,000 2,620

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通) 60亜鉛ﾒｯｷ鉄骨階段：手すり･踏面･踊場･桁等全て(各階共通) 22 33ｽﾁｰﾙ製分電盤(X3･1共通)

22 33ｽﾁｰﾙ製分電盤 ｱﾙﾐ製庇(Y1･5共通)60 22 60ｽﾃﾝﾚｽ製連結送水口ﾎﾞｯｸｽ 60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通) 60 60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通)

55 6Y2～6共通 60ｽﾃﾝﾚｽ製端子盤(Y1･4共通) 60防犯ｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ製消火栓ﾎﾞｯｸｽ60

施工中は足場に移設し､施工完了後復旧室名札･ｾｷｭﾘﾃｨ端末等～既存のまま(東面1階共通) 60ｽﾃﾝﾚｽ製消火栓ﾎﾞｯｸｽ(Y1～5共通)

ＦＦＦ Ｆ

改修立面図　1号館東側･北側：①断面

A-22

ｽﾃﾝﾚｽ製施設名表示

55

22 60VC:150φ×4

22 60VC:200φ×5

< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

①断面

②断面

③断面

④断面

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｇ Ｗ

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
Ｆ Ｆ

Ａ

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

17 17 17

16 16

16 16

17 17

20 20 202019

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 X4 X3 X2 X1 X0

渡り廊下

改修立面図　1号館東側：②断面　1/200 改修立面図　1号館北側：②断面　1/200
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通) 60ｱﾙﾐ製手すり(各階共通)

Ｆ

A-23

改修立面図　1号館東側･北側：②断面

31外階段鉄扉

亜鉛ﾒｯｷ鉄骨階段：手すり･踏面･踊場･桁等全て(各階共通)～水洗い

< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

①断面

②断面

③断面

④断面

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

16 16

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



X4X3X2X1X0Y0Y1Y2Y3Y4Y5Y6

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

渡り廊下

改修立面図　1号館東側：③断面　1/200 改修立面図　1号館北側：③断面　1/200
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7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

42,000 28,000

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

60ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(Y6～0･各階共通･内外両面) 60ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(X1～3･各階共通･内外両面)

60ｽﾃﾝﾚｽ製配管受けﾁｬﾝﾈﾙ(Y6～0･各階共通･内外両面)

55呼び樋:ｶﾗｰVP75φ共(Y6～0･各階共通)

A-24

改修立面図　1号館東側･北側：③断面

< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

①断面

②断面

③断面

④断面

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

19 19

19 19

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL
△GL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

X4 X3 X2 X1 X0Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

改修立面図　1号館東側：④断面　1/200 改修立面図　1号館北側：④断面　1/200
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42,000 28,000

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

ｱﾙﾐ製手すり(各階共通)60

60 60ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(Y0～6･各階共通･内外両面) ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ(X3～1･各階共通･内外両面)

1 ﾏﾘｵﾝ部共通 41★印のﾏﾘｵﾝの外側Ｒ部共通 41★印のﾏﾘｵﾝの外側Ｒ部共通

★ ★
★ ★★ ★ ★ ★★ ★

★ ★

5 階段側壁(内外両面)

A-25

改修立面図　1号館東側･北側：④断面

< 立面ｷｰﾌﾟﾗﾝ >

①断面

②断面

③断面

④断面

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例共通事項(特記なき限り下記による)

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

19 19

19 19

1ﾏﾘｵﾝ部共通

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RSL(水下)

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RSL(水下)

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RSL(水下)

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

X0X1X2X3X4 X0 X1 X2 X3 X4

X1 X2 Y6 Y5 Y5 Y6X1X2

Y6 Y5 Y5 Y6

△RSL(水下)

▽屋根天端(水上)
△屋根天端(水下)

X3 X3

改修立面図　1号館Y1側PH：C面　1/200

<A面> <B面> <C面> <D面>

<A面> <B面> <C面> <D面>

<南面> <東面> <北面> <西面>
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3,500 4,600 3,500 4,600

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

ｱﾙﾐ製庇22 60 99避雷針 99避雷針

既存樹脂製53

55

53既存樹脂製

22空調関係制御盤･分電盤

22ｽﾋﾟｰｶｰ壁掛け金物柱脚

60亜鉛ﾒｯｷ鉄骨階段手すり

60ｽﾃﾝﾚｽ製連結送水口ﾎﾞｯｸｽ 60ｽﾃﾝﾚｽ製消火栓

金属製屋根～工事範囲外 60ｽﾃﾝﾚｽ製排気筒ｶﾊﾞｰ
周囲四周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え(MS-2)

2260 ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ

60ｽﾃﾝﾚｽ製消火栓

改修立面図　1号館屋階PH他

A-26

改修立面図　1号館Y5側PH：A面　1/200

53既存樹脂製

改修立面図　1号館Y5側PH：機械ｽﾍﾟｰｽ　1/200

改修立面図　1号館Y5側PH：前室　1/200

改修立面図　1号館：発電機室　1/200

22 60

亜鉛ﾒｯｷ鉄骨階段手すり～水洗い

ｂ

ｃ ａｄ

b
ac

ａ:屋外用ｻｲﾝｽﾃｯｶｰ(反射)/発電設備/300×150

ｂ:屋外用ｻｲﾝｽﾃｯｶｰ(反射)/火気厳禁/600×300

ｃ:屋外用ｻｲﾝｽﾃｯｶｰ(反射)/危険/300×300

1号館：壁･柱･幅木･梁型

2号館：壁･柱･幅木･梁型

1

2 ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む

ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ含む､一部②

43

ﾊﾞﾙｺﾆｰ等金属製手すり

竪樋(ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物共)

既存ｱﾙﾐ製建具

既存ｽﾁｰﾙ製建具

60

55

14 15 61

14 15 31

呼び樋(1号館75φ､2号館50φ)共

梁型･手すり･ﾏﾘｵﾝ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり脚元等天端

共通事項(特記なき限り下記による)

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ等の⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

外壁等の③防水型複層塗材Ｅの範囲を示す

外壁等の⑫ｳﾚﾀﾝ塗膜防水の範囲を示す

渡り廊下のｱﾙﾐ製ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙの範囲を示す

凡 例

25

60避雷針用端子盤22

53既存樹脂製

ａ:屋外用ｻｲﾝｽﾃｯｶｰ(反射)/危/300×300

ｂ:屋外用ｻｲﾝｽﾃｯｶｰ/高圧危険､電気取扱者以外立入禁止/150×220

ｃ:屋外用ｻｲﾝｽﾃｯｶｰ(反射)/変電設備/300×150

ｄ:屋外用ｻｲﾝｽﾃｯｶｰ(反射)/蓄電池設備/300×150

6022 避雷針用端子盤

22

99

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

消火器ﾎﾞｯｸｽ(自立)

22ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

60ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ22

2225

60ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ22

22

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月



20

Y2Y3Y3

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y1

15
0

3,
00

0
3,

25
0

4
,1

00
7
00

55
0

2
3,

15
0

3
F:

4,
10
0
、

4F
:3

,8
50

、
5
F:

3,
45

0
450 280

5
00

1,
30

0

1
50

15
1
35

55
0

33
0
20

3
0

3
30

20

950 650 300

1
50
30

1
,1
0
0

150 1,050

500 450 1,450

1
50

2,400

2,400

40
0

5
00

4
00

50
0

85
0

50
0

250

7,000 7,000

ﾌｧｸﾄﾘｰ

ｾﾐﾅｰ

ﾗﾎﾞ

1
1

1

1

1

1

1

41

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床:鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ～取外し再取付け

屋上:ｱｽﾌｧﾙﾄ防水･保護ｺﾝｸﾘｰﾄ
～既存のまま

1

1

1

1

41

1

1

(2～4F共通)

61 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｼｬｯﾀｰ

6022

6022 ｱﾙﾐ製ｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ･ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ:350φ1

111

1 1

1 19 19

17

2020 20

61 ｱﾙﾐｻｯｼ 61 ｱﾙﾐｻｯｼ

ﾏﾘ
ｵﾝ

を
示

す

ﾏﾘ
ｵ
ﾝを

示
す

ﾏﾘ
ｵ
ﾝを

示
す

111ｽﾃﾝﾚｽ製ｼｬｯﾀｰ61

31 ｽﾁｰﾙ製ｶﾞﾗﾘ

31 ｽﾁｰﾙ製ﾄﾞｱ

22 60 22 60

22 60

22 60

1

3F以上は特記無き限り2Fに倣う

11

1

1 1

119

19

19

改修立面詳細図　1号館西側　1/50

19

19

19

20 20

20

20

43

1

19

43

43

200300

200300

130 200
170

130 200
170

150200
150

43
ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

60 ｱﾙﾐ製ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり(各階共通)

1.ﾊﾞﾙｺﾆｰの床面は水洗いを行うこと
改修詳細図その1

ｽﾃﾝﾝﾚｽ製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ:250φ×3､350φ×2､換気ﾀﾞｸﾄ200φ×1

換気ﾀﾞｸﾄ:150φ×2､ｽﾃﾝﾚｽ製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ:150φ×2

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ:200φ×6

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ:150φ×2

43

43

凡 例

①外壁:低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

②外壁:低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

③外壁:防水形複層塗材E 塗替え

④低汚染型水性弾性ﾌｯ素樹脂塗装 塗替え④

③

②

①

⑪ ⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

項 目 摘 要

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 15×10

X0

改修断面詳細図　1号館Ａ断面　1/50

⑭外部建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

⑮建具水切り部ｼｰﾘﾝｸﾞ 同上

ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)15×10(2～5階共通) ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)15×10(2～5階共通)

20

20

20

19

20

20

20

20

20

22 66 ｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘ:350φ

1

22 66 ｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘ:350φ

1

20

20

19

20

20

19 19

19

1919

19 1919 (2～4F共通)
ﾊﾞﾙｺﾆｰ床:鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ～取外し再取付け

20

20

20 19

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

Y0

△GL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽2FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)
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0
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1

1

1
5

13
5

4
50

15
0

450 280

2,400 7,000

3,000

4,650

3,150

▽1FL

△GL

▽M2FL

4,
39

0

24
0

1

6

工事範囲

1 1

1

1

16

17 17

17

17

17 17

16

ｴﾝﾄﾗﾝｽ屋根:自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水

ｴﾝﾄﾗﾝｽ風除室

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

工事範囲

風除室 2

2

2

ﾗﾎﾞ

休憩

ﾗﾎﾞ

廊下

廊下

電気室

改修断面詳細図　1号館Ｂ断面　1/50 改修断面詳細図　2号館Ｄ断面　1/50

X1

50
0

2
00

17
0

80
5
0

1

119
1

19

ｴﾝﾄﾗﾝｽ屋根:自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水

200
150
150

43

16

16

2

2

41

41

1

41

1 1

立面図:★印のﾏﾘｵﾝ

立面図:★印のﾏﾘｵﾝ42

60 60 60

50
0

8
0
50

25
0

1
20

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床:鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ～取外し再取付け
(各階共通)

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床:鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ～取外し再取付け
(2～4F共通)

19

19

19

19 19

19

2

2

19 19

37

37

55

55
37

改修平面詳細図　1号館ﾊﾞﾙｺﾆｰ　1/50

60

60

ｼｰﾘﾝｸﾞ
MS-2 15×10

～水洗い

11

1

1

100

13
5
1
5

～水洗い

22 60ｱﾙﾐ製庇

200

11

1.ﾊﾞﾙｺﾆｰの床面は水洗いを行うこと

2.2号棟の⑪は既存ｳﾚﾀﾝ防水の撤去を行うこと

43

43

43
43

43

4319

19

19

19

改修平面詳細図　2号館ﾊﾞﾙｺﾆｰ　1/50
200

20 20
160

凡 例

①外壁:低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

②外壁:低汚染型水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ塗料 塗替え

③外壁:防水形複層塗材E 塗替え

④低汚染型水性弾性ﾌｯ素樹脂塗装 塗替え④

③

②

①

⑪ ⑪ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

項 目 摘 要

16

変成ｼﾘｺﾝ系(MS-2) 15×10⑭外部建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

⑮建具水切り部ｼｰﾘﾝｸﾞ 同上

　　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月

改修詳細図その2
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ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

荷捌室
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貨物EV

ﾌｧｸﾄﾘｰ:103 ﾌｧｸﾄﾘｰ:105 ﾗﾎﾞ:104 ﾗﾎﾞ:105

ﾌｧｸﾄﾘｰ:106 ﾗﾎﾞ:103 ﾗﾎﾞ:106ｷｬｯﾄｳｫｰｸ ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

ﾌｧｸﾄﾘｰ:101 ﾗﾎﾞ:102 ﾗﾎﾞ:107

ﾌｧｸﾄﾘｰ:108 ﾗﾎﾞ:101 ﾗﾎﾞ:108

商談風除室

ﾌｧｸﾄﾘｰ:109 LVP2ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ玄関ﾎｰﾙ
乗用EV

通信機械室
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

風除室 EVﾎｰﾙEVｷｬｯﾄｳｫｰｸ

管理機械室

< 1号館1階 > < 2号館1階 >

1号館1階･2号館1階 天井伏図 1/200

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y1～6 Y0～6

1

1

1 1

1号館1階･2号館1階 天井伏図

1 1Y1～6 Y0～6

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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倉庫屋根～工事範囲外

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室
WC

貨物EVｼｬﾌﾄ

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室 ﾗﾎﾞ:204

ﾗﾎﾞ:206

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

ﾗﾎﾞ:202

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

ﾗﾎﾞ:208

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

ﾗﾎﾞ:200

管理機械室

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室 ﾗﾎﾞ:209上部渡り廊下

乗用EVｼｬﾌﾄ

EVﾎｰﾙEV

< 1号館中2階 > < 2号館2階 >

1号館中1階･2号館2階 天井伏図 1/200

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y0～6 Y0～6

1

1

1号館中2階･2号館2階 天井伏図

31ﾛｽﾅｲﾌｨﾙﾀｰｹｰｽ
(Y0～5､ﾀﾞｸﾄ共)

31ﾛｽﾅｲﾌｨﾙﾀｰｹｰｽ
(Y0～5､ﾀﾞｸﾄ共)

渡り廊下上げ裏～水洗い

1 1Y0～6 Y0～6

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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ﾗﾎﾞ:201 ﾗﾎﾞ:202
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貨物EV

ﾗﾎﾞ:203

LVP1ｾﾐﾅｰ
ﾗﾎﾞ:303 ﾗﾎﾞ:306

ﾗﾎﾞ:204吹抜

LVP1ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ﾗｲﾄｺｰﾄ面～工事範囲外 ﾗﾎﾞ:302

ﾗﾎﾞ:308

WC ﾗﾎﾞ:206 ﾗﾎﾞ:301

休憩ｺｰﾅｰ 商談 休憩ｺｰﾅｰ ﾗﾎﾞ:309渡り廊下
更衣 乗用EV

EVﾎｰﾙEV

< 1号館2階 > < 2号館3階 >

1号館2階･2号館3階 天井伏図 1/200

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y1～6 Y0～6

1

1

1号館2階･2号館3階 天井伏図

31ﾛｽﾅｲﾌｨﾙﾀｰｹｰｽ
(Y0～5､ﾀﾞｸﾄ共)

31ﾛｽﾅｲﾌｨﾙﾀｰｹｰｽ
(Y0～5､ﾀﾞｸﾄ共)

1 1Y1～6 Y0～6

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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ﾗﾎﾞ:303 吹抜吹抜 ﾗﾎﾞ:308 

ﾗﾎﾞ:401 ﾗﾎﾞ:408

WC･更衣

ﾗﾎﾞ:310

休憩ｺｰﾅｰ ﾗﾎﾞ:400 ﾗﾎﾞ:409ﾗﾎﾞ:301

乗用EV

EV EVﾎｰﾙ

ﾃﾞｯｷ

< 1号館3階 > < 2号館4階 >

1号館3階･2号館4階 天井伏図 1/200

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y0～6 Y0～6

1 1Y1～6 Y0～6

1

1

1号館3階･2号館4階 天井伏図

31ﾛｽﾅｲﾌｨﾙﾀｰｹｰｽ
(Y0～5､ﾀﾞｸﾄ共)

31ﾛｽﾅｲﾌｨﾙﾀｰｹｰｽ
(Y0～5､ﾀﾞｸﾄ共)

1 1Y1～6 Y0～6

令和6年6月

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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ﾗﾎﾞ:404
ﾊﾄ小屋

貨物EV

ﾗﾎﾞ:403 ﾗﾎﾞ:405

吹抜吹抜

ﾊﾄ小屋

ﾗﾎﾞ:401 ﾗﾎﾞ:407

発電機室

WC･更衣

電気室

ﾗﾎﾞ:409
乗用EV

EPS
EVﾎｰﾙEV

< 1号館4階 > < 2号館屋階 >

1号館4階･2号館屋階 天井伏図 1/200

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

1

四周

四周

60破風･軒樋

60破風

1 1 60 60Y1～6 Y0～6 破風 破風･軒樋

1

1

1号館4階･2号館屋階 天井伏図

3

3

1 1Y1～6 Y0～6

令和6年6月

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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EVﾎｰﾙ

ﾗﾎﾞ:504

貨物EV 貨物EV

ﾗﾎﾞ:505

ﾗﾎﾞ:503

ﾗﾎﾞ:506

ﾗﾎﾞ:507

ﾗﾎﾞ:502

ﾗﾎﾞ:508

吹抜

ﾗﾎﾞ:509

ﾗﾎﾞ:501

ﾗﾎﾞ:510

発電機室ﾗﾎﾞ:511

WC･更衣

ﾗﾎﾞ:512

電気室休憩ｺｰﾅｰ

乗用EV

< 1号館5階 >

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　　　　 外壁その他改修工事

1

ﾊﾟｰｺﾞﾗ～工事範囲外ﾊﾟｰｺﾞﾗ～工事範囲外

1 1Y1～6 Y0～6

1

< 1号館屋階 >

1号館5階･屋階 天井伏図

1 1Y1～6 Y0～6

1号館5階･屋階 天井伏図 1/200

令和6年6月
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既存SOPをDPに塗替え

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

Y0Y1Y2Y3Y4Y5Y6

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

1
50
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00

0
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25
0

4
,1

00
4
,1

00
3
,8

50
3,
4
50

1,
25
0

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△PHRSL(水下)

5
,2

00
5
50

エントランス

配管類改修立面図　1号館西側：①断面配管類改修立面図　1号館西側：①断面

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｗ

Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

避雷針用配線～既存のまま避雷針用配線～既存のまま

25避雷針用配線支持金具25避雷針用配線支持金具

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

Ｅ

ＦＦ

配管類改修立面図　1号館西側：①断面　1/100

令和6年6月

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

1
50

3,
00

0
3,

25
0

4
,1

00
4
,1

00
3
,8

50
3,
4
50

1,
25
0

配管類改修立面図　1号館西側：③断面　1/100

エントランス

配管類改修立面図　1号館西側：③断面

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ
Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｗ

Ｗ ＷＷ Ｗ Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ Ｅ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-36



公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

X0

X0

X0

X0

X0

X0

X0

X0

X0

配管類改修平面図　1号館西側：X0通り　1/100

<中2階>

<中2階見上げ>

<2階>

<2階見上げ>

<3階>

<4階>

<4階見上げ>

<屋階>

<5階>

<4階見上げ>

<4階>

<3階>

<2階見上げ>

<2階>

<中2階見上げ>

<中2階>

凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

凡例 名称 材質 改修内容

壁付き照明器具 水洗い

床置き照明器具 水洗い

防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

水洗い空調室外機

給湯器 水洗い

竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｇ
Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ ＧＧ

ＧＧ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

Ｗ

ＷＷ Ｗ

Ｗ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｅ
Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ Ｅ

ＥＥ

避雷針用配線～既存のまま 25避雷針用配線支持金具(平面図･立面図参照)

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

2.1号館のﾊﾞﾙｺﾆｰ床面の配管は建物付属物のため､水洗いのうえ、特記なき限り凡例に倣って塗装等を行うこと
令和6年6月

配管類改修平面図　1号館西側：X0通り

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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　　　　　　　　　　　　　　　 外壁その他改修工事
横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

1
50

3,
00

0
3,

25
0

4
,1

00
4
,1

00
3
,8

50
3,
4
50

1,
25
0

△PHRSL(水下)

5
,2

00
5
50

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

配管類改修立面図　1号館東側：①断面　1/100

配管類改修立面図　1号館東側：①断面

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｆ

Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｗ

Ｅ
Ｅ

Ｅ Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

Ｆ Ｆ Ｆ

令和6年6月
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横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

1
50

3,
00

0
3,

25
0

4
,1

00
4
,1

00
3
,8

50
3,
4
50

1,
25
0

Y0Y1Y2Y3Y4Y5Y6

配管類改修立面図　1号館東側：③断面　1/100

配管類改修立面図　1号館東側：③断面

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

ＧＧＧＧＧ Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｗ ＷＷ Ｗ Ｗ Ｗ

Ｗ ＷＷ Ｗ Ｗ Ｗ

Ｗ
Ｗ

ＷＷＷＷ

ＥＥ Ｅ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

令和6年6月

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

A-39



<中2階>

<中2階見上げ>

<2階>

<2階見上げ>

<3階>

<4階>

<5階>

<屋階>

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

配管類改修平面図　1号館東側：X3通り　1/100

X3

X3

X3

X3

X3

X3

X3

X3

<屋階>

<5階>

<4階>

<3階>

<2階>

<中2階>

<2階見上げ>

<中2階見上げ>

配管類改修平面図　1号館東側：X3通り

Y0Y1Y2Y3Y4Y5Y6

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

ＧＧ

ＧＧＧ

Ｇ
ＧＧ ＧＧ Ｇ

Ｇ Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＤＤＤ ＤＤＤ

ＷＷ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ

ＷＷ ＷＷ
ＷＷ ＷＷ Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ
Ｗ

Ｒ Ｒ ＲＲ ＲＲ

Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ
Ｅ

Ｅ Ｅ
ＥＥＥＥ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ Ｅ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

2.1号館のﾊﾞﾙｺﾆｰ床面の配管は建物付属物のため､水洗いのうえ、特記なき限り凡例に倣って塗装等を行うこと
令和6年6月

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

配管類改修立面図　1号館北側：①断面　1/100

7,000 7,000 7,000 7,000

X4X3X2X1X0

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

1
50

3,
00

0
3,

25
0

4
,1

00
4
,1

00
3
,8

50
3,
4
50

1,
25
0

△PHRSL(水下)
5
,2

00
5
50

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽RF手すり天端

配管類改修立面図　1号館北側：①断面

Ｇ

Ａ

Ｗ

Ｅ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｅ

Ｆ

ﾃﾅﾝﾄ所有物のため水洗いのみ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

令和6年6月

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

7,000 7,000 7,000 7,000

X4X3X2X1X0

配管類改修立面図　1号館北側：③断面　1/100

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

1
50

3,
00

0
3,

25
0

4
,1

00
4
,1

00
3
,8

50
3,
4
50

1,
25
0

△PHRSL(水下)
5
,2

00
5
50

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽RF手すり天端

配管類改修立面図　1号館北側：③断面

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｇ
Ｇ

Ｅ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

ﾃﾅﾝﾄ所有物のため水洗いのみ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

令和6年6月

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

7,000 7,000 7,000 7,000

X4X3X2X1X0

Y0

Y6

Y6

Y6
<中2階>

<中2階見上げ>

<2階>

<中2階>

<中2階見上げ>

<2階>

Y6

Y6
<3階>

<4階>

<3階>

<4階>

Y6

Y6
<5階>

<屋階>

<5階>

<屋階>

配管類改修平面図　1号館南側:Y0通り、北側:Y6通り　1/100

<南側中2階> <南側中2階>

配管類改修平面図　1号館北側：Y6通り他

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｗ
Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

天井

Ｗ
Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｅ Ｅ

Ｅ

立
下
り
L=
35
00

2.1号館のﾊﾞﾙｺﾆｰ床面の配管は建物付属物のため､水洗いのうえ、特記なき限り凡例に倣って塗装等を行うこと

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

作成年月

図面番号図面名称

工 事 名
備 考

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

7
00

4
,5

00
5
50

5,
05

0

5,
75

0

△PHRSL(水下)

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RSL(水下)

7,000 7,000 7,000

X0 X1 X2 X3

7,000 7,000

X3 X2 X1

7
00

4
,5

00
5
50

5,
05

0

5,
75

0

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△PHRSL(水下)

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RSL(水下)

7,000 7,000 7,000 7,000

Y6Y5X2Y5Y6X2X1 X1

<D面><C面><B面><A面>

7
00

4
,5

00
5
50

5,
05

0

5,
75

0

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△PHRSL(水下)

▽RFﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RSL(水下)

3,125

X3

7,000 3,125 7,000

Y6 Y5 X3 Y5 Y6

<C面> <D面><B面><A面>

55
0

2
,4

30
5
0

3
,0

30

2,
48

0

△屋根天端(水下)
▽屋根天端(水上)

△RSL(水下)

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

3,500

<南面>

配管類改修立面図　1号館Y6側PH：A面　1/200 配管類改修立面図　1号館Y1側PH：C面　1/200

21

21 21

制御盤

制御盤
分電盤

機器架台

4,600

<東面>

3,500

<北面>

22

配管類改修立面図　1号館5側PH：機械ｽﾍﾟｰｽ　1/200

配管類改修立面図　1号館Y5側PH：EVﾎｰﾙ前　1/100

配管類改修立面図　1号館屋階：発電機室　1/100

凡例 名称 材質 改修内容 凡例 名称 材質 改修内容

排水管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 壁付き照明器具 水洗い

Ｇ ガス管 樹脂被覆鋼管 DP塗装 床置き照明器具 水洗い

Ｗ 給水･給湯管ﾗｯｷﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 防犯カメラ 水洗い､足場へ移設し復旧

Ｆ 消火管 鋼管 既存SOPをDPに塗替え 水洗い空調室外機

Ａ ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い 給湯器 水洗い換気ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

Ｄ ドレン管 樹脂管 DP塗装 竪樋 ｶﾗｰVP100φ 撤去･新設(呼び樋共)

Ｒ 空調冷媒管 ｽﾃﾝﾚｽ 水洗い

Ｅ 電気配管､ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 亜鉛ﾒｯｷ､樹脂 DP塗装

Ｆ ＦＦ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｆ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｇ

ｶﾞｽ管塗替え範囲

避雷針用配線～既存のまま

25避雷針用配線支持金具

避雷針用配線～既存のまま

25避雷針用配線支持金具

Ｗ

1.DP塗装はﾌｯ素樹脂系とする

2.機械ｽﾍﾟｰｽ並びに屋階の空調機器･配管類の塗装塗替えは本工事対象外とする。

3.上記機器類･配管類の他、屋階各所の｢防水型複層塗材」と接する機器及び配管架台類は三方ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)を施すこと。

配管類改修立面図　1号館屋階：PH他

令和6年6月

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

1.6

←

→
0.3

↓↓

↑

0.6 0.8

1.2
1.5

1.5

1.3

0.8

↑

0.6×2 0.1×8

0.2×2
0.8×2

0.4 0.7

0.3×4

↓

0.3 0.3 0.3

0.4 0.50.4

→

↓

0.2×2

0.2 0.20.20.2
0.2

↓↓

0.9

3.1

0.7

0.2

0.30.8
3.1

0.8×2

0.3×2

1.2

0.4

1.7 0.5

0.1×4

0.6

0.2

0.2
0.5

→ ←
0.2 0.4

→ ←
0.3 0.3

→ ←
0.4 0.4

←

0.3

0.2
0.3

→0.5

(1.5)

(1.8)

(3.3)
(2.2)

↑
×4

×4
↑

Ｓ×5
↓ ↓

Ｓ×2

△ △

△
△

Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 Y0

補修立面図　1号館西側：①断面　1/100

補修立面図　1号館西側：①断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(～Y6) 数量(Y6～Y5) 数量(Y5～Y4) 数量(Y4～Y3) 数量(Y3～Y2) 数量(Y2～Y1) 数量(Y1～Y0) 数量(Y0～) 小計 単位
6.7 21.6 0.7 0.7 2.0 0.7 6.6 0.8 39.8 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － － － － 8.8 －  8.8 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － － －  4 － 8 箇所 4

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － －  4 － 4 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － － － 箇所■
浮き － － － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し －  5 － － － －  2 － 7 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － 27 － － － － 37 － 64 箇所

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　 　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1

0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.20.20.2 0.3 0.2 0.2 0.30.2 0.20.3 0.2 0.2

0.2 0.30.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.4
(0.2)(0.1)

(0.2)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

▽PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y3Y6 Y5 Y4 Y2 Y1 Y0

補修立面図　1号館西側：②断面　1/100

補修立面図　1号館西側：②断面

 1

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(Y6～Y5) 数量(Y5～Y4) 数量(Y4～Y3) 数量(Y3～Y2) 数量(Y2～Y1) 数量(Y1～Y0) 小計 単位
1.9 2.6 2.1 2.5 2.6 － 11.7 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － 0.3 0.2 － － －－  0.5 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所■
浮き － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － － － － 箇所

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)
　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.3 0.3

0.3

↓

0.3
↑ ↑ ↑ ↑

0.4 0.5 0.5 0.5

0.3

0.3
0.3

0.30.3 0.3
0.3

0.30.30.30.30.30.3
0.3

0.30.2

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

↓

0.3

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

0.3

↓ ↓

0.3

↓ ↓

0.30.3

↓ ↓

0.3×2 0.3×2

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

↓ ↓ ↓

↓↓ ↓↓ ↓ ↓ ↓ ↓↓ ↓ ↓↓
●

● ● ● ●↓ ↓

● ● ●

● ●

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

●

↓ ↓ ↓ ↓↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
●●

● ● ● ● ●●

●

↓ ↓

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

● ● ● ●● ●

●×2● ●●×2 ● ●×2 ● ●● ● ●●×2

●×2 ●×2 ●×2

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●● ● ● ●

↓ ↓↓ ↓↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓

↓ ↓↓↓ ↓ ↓ ↓
■ ■■■ ■ ■ ■

■

■ ■■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

0.3 0.30.3 0.6

×6
×1 ×1 ×4

◎ ◎ ◎

◎◎

◎◎◎◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎◎

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

Y3Y0 Y1 Y2 Y4 Y5 Y6

補修立面図　1号館西側：③断面　1/100

補修立面図　1号館西側：③断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(Y0～Y1) 数量(Y1～Y2) 数量(Y2～Y3) 数量(Y3～Y4) 数量(Y4～Y5) 数量(Y5～Y6) 小計 単位
1.4 4.2 4.6 2.7 3.6 2.0 18.5 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － － － － － ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) －  1  1  6  4 － 12 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 11 15 10 14 17 12 79 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落  3  4  3  3  3 20 箇所■  4
浮き － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部  3  6  4  2  3  1 19 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所

0.3 0.3 0.3 0.3

0.3 0.3 0.2

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.2
0.4×180.4×19

0.1

0.4×25

0.2
0.4×23

0.2

0.3 0.3

0.3
↑ 0.2

0.4×12

0.3

0.3

0.3 0.3

0.4×25

0.4×25
↓

0.4×26
↓

0.2

0.4×24
↓

0.4×25
0.4×24

0.3 0.3

0.4×24 0.4×24

0.4×12 0.4×14 0.4×12

0.3×30.3

0.3 0.30.3

0.3 0.3

0.3 0.3

0.4×26

0.3 0.3 (0.3) (0.3)

(0.3)

(0.2)

(0.1)

(0.2) (0.2)

(0.2)

(0.2) (0.3)

(0.1)(0.4)×2
(0.4)×2

(0.2) (0.2)

(0.3) (0.3)

(0.3) (0.2)

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

Y3Y6 Y5 Y4 Y2 Y1 Y0

補修立面図　1号館西側：④断面　1/100

補修立面図　1号館西側：④断面

0.3

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(Y6～Y5) 数量(Y5～Y4) 数量(Y4～Y3) 数量(Y3～Y2) 数量(Y2～Y1) 数量(Y1～Y0) 小計 単位
14.7 25.1 31.2 32.4 40.5 16.1 160.0 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上)  1.7  1.2 －  0.2  1.5  0.9   5.5 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － － － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所■
浮き － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所

0.4×15

0.4×17

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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Ｓ Ｓ Ｓ

工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

1.3

↓↓

0.8 0.8

1.0

↓

0.8

0.3

1.2

2.5

3.2
2.2

1.0

↑

0.6

0.5

1.6

2.0

1.0

0.9 0.9

0.9
0.7

1.3

1.0 1.0 1.3
1.0

←

0.3

0.7
0.4 0.4 0.4

0.4

1.4

0.4

1.5

0.5
0.7

1.0

0.2

↓↓↓

0.80.80.6

0.3 0.3 0.8

1.0

4.5

↑

0.5

1.1

1.0

1.0 4.5

3.0

1.1

0.8

0.6

0.4

(0.3)

(1.5)
(1.0)

(0.4) (0.4)
(1.5)

(2.1)

(2.6)

(3.2)

(3.5)

(1.6)

(1.1)

△12
↓

↓ ↓ ↓

0.2×0.2

▽RF手すり天端

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

X0 X1 X2 X3 X4

補修立面図　1号館南側：①断面　1/100

補修立面図　1号館南側：①断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(～X0) 数量(X0～X1) 数量(X1～X2) 数量(X2～X3) 数量(X3～X4) 数量(X4～) 小計 単位
1.3 21.0 3.7 22.8 12.0 0.4 61.2 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) －  1.8 0.4  1.9 15.6 － 19.7 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － － － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － 12 － － － 12 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所■
浮き 0.04 － － － － － 0.04 m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － 3 － － －  3 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － 箇所

116表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － 35 － － 81 － 箇所

(0.5)

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-49



備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.1

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

X0 X1 X2 X3 X4

補修立面図　1号館南側：②断面　1/100

補修立面図　1号館南側：②断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(X1～X2) 数量(X2～X3) 小計 単位
0.3 0.3 0.6 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － 箇所■
浮き － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － 箇所

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-50



補修立面図　1号館南側：③断面

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.2

0.3

↑

0.3

0.30.30.30.30.3

0.1

0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3

0.30.3

0.3 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3

0.3

0.2

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

●

↓

↓
●

↓
●

↓
●

↓
●

↓
●

●×2
↓
■

↓↓
■■

↓
■

×1

△
↓

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

X4 X3 X2 X1 X0

補修立面図　1号館南側：③断面　1/100

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(X3～X2) 数量(X2～X1) 小計 単位
3.0 3.7 6.7 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所)  1 －  1 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所)  1 －  1 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 12  8 20 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落  2  2  4 箇所■
浮き － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － 箇所

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-51



備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.4×23 0.4×24

0.1

0.4×24 0.4×25

0.4×24
↓

0.4×25 0.4×25

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

X0 X1 X2 X3 X4

補修立面図　1号館南側：④断面　1/100

補修立面図　1号館南側：④断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(X1～X2) 数量(X2～X3) 小計 単位
28.5 39.6 68.1 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － 箇所■
浮き － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － 箇所

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-52



工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.1

0.6

0.5

0.5

0.8
2.8

0.7

0.9

0.3

2.6

1.3

↓↓

0.8×2
0.2

0.6

2.0

1.6 4.2

1.8

0.3 0.3

↓

0.3×2

↑

0.4

→
0.2

←
0.3

←
0.2

→
0.2

↑
0.6

0.5

1.5

5.1
1.5

2.3

3.3

3.2

1.3

0.8×3

0.2×22.6

↓↓

0.3 0.3

0.5
0.30.3

↓

0.3×5

↑

0.4
0.3

←

0.2
→

0.2

←
0.3

→

(1.0)

(1.2)

(1.2)

(1.3) (1.3)

(1.2)

(0.3)

(1.4) (0.5)

(0.2)

(1.5)

△

▽RF手すり天端

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

補修立面図　1号館東側：①断面　1/100

補修立面図　1号館東側：①断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(～Y0) 数量(Y0～Y1) 数量(Y1～Y2) 数量(Y2～Y3) 数量(Y3～Y4) 数量(Y4～Y5) 数量(Y5～Y6) 数量(Y6～) 小計 単位
3.0 21.7 0.6 0.5 0.2 1.2 24.3 3.5 55.0 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) －  3.4 － － － －  5.5 2.2 11.1 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － － － － － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － －  1  1 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － － － 箇所■
浮き － － － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － － － 箇所

92表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － 54 － － － － 38 － 箇所

0.1

　　　　　　　　 　　　　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月
A-53



備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.2 0.2 0.2 0.20.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.30.30.30.3

0.30.20.2 0.20.2 0.2 0.2 0.20.2 0.3 0.3 0.30.30.3

0.2 0.20.2 0.20.1×6 0.20.1 0.1×60.2×6
0.1×2

0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.2×6
0.2×2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.20.20.2 0.3

(0.3) (0.2)

(0.3)

(0.2)×3

(0.3)

(0.3) (0.3)

0.2

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

Y3Y0 Y1 Y2 Y4 Y5 Y6

補修立面図　1号館東側：②断面　1/100

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(Y0～Y1) 数量(Y1～Y2) 数量(Y2～Y3) 数量(Y3～Y4) 数量(Y4～Y5) 数量(Y5～Y6) 小計 単位
0.4 2.3 3.3 2.5 3.9 2.7 15.1 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － － 1.4 0.9  2.3 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － － － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所■
浮き － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所

補修立面図　1号館東側：②断面

　　　　　　　　 　　　　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.3
↑

0.3

0.3

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

0.30.3 0.20.2 0.30.2 0.30.3 0.3

↓ ↓ ↓

0.3 0.3 0.3

0.3×5

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

0.3 0.3 0.3 0.30.3

↓

(0.3)

(0.3)

↓↓ ↓

↓↓↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
● ● ● ●● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

↓

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

●

● ●

↓ ↓
●

●×2 ● ● ●×2 ● ●×2 ● ● ● ●

●

●×2●×2 ●×2

●×2●●×2 ● ● ● ● ● ●

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓↓ ↓ ↓ ↓ ↓↓↓ ↓ ↓ ↓ ↓
■■ ■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■

×1×1×1
●

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

●

◎

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

Y3Y6 Y5 Y4 Y2 Y1 Y0

補修立面図　1号館東側：③断面　1/100

補修立面図　1号館東側：③断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(Y6～Y5) 数量(Y5～Y4) 数量(Y4～Y3) 数量(Y3～Y2) 数量(Y2～Y1) 数量(Y1～Y0) 小計 単位
2.1 2.1 2.1 2.2 1.7 1.8 12.0 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － － 0.3 0.3  0.6 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － －  1  1  1 －  3 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落  8 12  9  7  9  9 54 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落  4  3  3  3  7  4 24 箇所■
浮き － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 －  7 － － － －  7 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － － － － 箇所

　　　　　　　　 　　　　１号館外壁その他改修工事

令和6年6月
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.3

0.1

0.4×12 0.4×13 0.1 0.1

0.4×15

0.4×23 0.4×26

0.3 0.3

0.4×25 0.4×24

0.4×25
↓

0.4×27 0.4×25

0.4×25
↓

0.4×25

0.4×26
↓

0.4×25 0.4×26 0.4×19

0.2

0.4×15 0.9 0.4×15 0.4×14

0.3 0.30.20.3 0.2 (0.3)(0.3) (0.3)(0.3)

(0.3) (0.2) (0.2)

(0.3) (0.5)(0.3)

(0.1) (0.4) (0.3)

××4

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RF手すり天端

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

Y3Y0 Y1 Y2 Y4 Y5 Y6

補修立面図　1号館東側：④断面　1/100

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(Y0～Y1) 数量(Y1～Y2) 数量(Y2～Y3) 数量(Y3～Y4) 数量(Y4～Y5) 数量(Y5～Y6) 小計 単位
16.2 30.7 30.4 30.7 38.4 19.2 165.6 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) －  0.3  2.1  0.5  0.6  0.3   3.8 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) －  4 －  1 － －  5 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所■
浮き － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所

補修立面図　1号館東側：④断面

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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リーディング ベンチャー プラザ

工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

2.0

0.3

0.2
0.2

0.30.3 1.0

0.9

1.1

↑

0.6
4.5

0.6

0.5

0.4

←

0.6

→

→
0.2×2

→

0.3

1.1

↓

0.8

↓

0.8

↓

0.8

2.1

3.4 3.4 0.5
0.2 0.8

0.2

1.2

0.3 0.2

0.7

0.3
→ ←

0.5

0.3

1.8

0.30.3

0.3

0.3

0.2 0.3 0.3

1.2
2.1

0.5

0.3

1.2

2.2

3.2

1.70.1×6

0.3

0.3

0.7

1.1

0.2

1.4

0.5

0.8

0.6

0.9

0.4 0.4
0.6

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

0.8

0.6

← 0.3

← 0.2

→0.5
1.2 1.2

0.6

0.3

↑
0.4

0.2 0.2

1.8

0.4

0.3

0.2×3

0.4

2.5

0.2

0.5

0.8

1.3

0.6

0.2

1.5

4.0

1.2

4.5

0.8

←

(0.9)

(1.0)

(0.4) (1.5)

(3.0)

(2.0)
(2.1)

(4.5)

←

←

(0.2)×2

(1.0)
(0.5)×2

(1.3)

0.2

(1.2)

(0.6)

(1.5)

(0.8)

(1.7)

(1.5)
(4.0)

(1.2)

(0.8) (0.1)

(0.7)

(0.9)

(0.1)
(2.1)

(0.3)

(0.5)

(1.0)

(0.7)

(3.0)

(1.2)

(1.1)

(0.8)

(0.8)

(1.4)

(0.7)

(1.3)
(1.5)

(1.0)
(0.8)

(1.2)

(2.2)

(2.0)

(1.7)

(0.8)

(1.7)

(1.6)

(0.7)

(1.3)

(2.5)

(2.0)×4

(1.8)

×45→

×
0.1×0.1

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽PHRSL(水下)

▽RSL(水下)

▽5FL

▽4FL

▽3FL

▽2FL

▽M2FL

▽1FL

△GL

▽RF手すり天端

X0X1X2X3X4

(2.0)

(1.2)

(1.2)

補修立面図　1号館北側：①断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(～X4) 数量(X4～X3) 数量(X3～X2) 数量(X2～X1) 数量(X1～X0) 数量(X0～) 小計 単位
5.6 23.1 20.6 18.1 23.1 2.0 92.5 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) 6.5 34.6 16.7 － 24.3 0.2 82.3 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － 45 － － 46 箇所 1

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － － － － 箇所■
浮き － － － － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － － － － 箇所

107表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － 45  3 － 59 － 箇所

0.9 1.3

0.5

0.6×2

0.7

補修立面図　1号館北側：①断面　1/100
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.3

0.1 0.4

0.2 0.5 0.2 0.4

0.2×2 0.1 0.4

(0.3)

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

▽PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

X4 X3 X2 X1 X0

補修立面図　1号館北側：②断面　1/100

補修立面図　1号館北側：②断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(X3～X2) 数量(X2～X1) 小計 単位
－ 3.0 3.0 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － 0.3 0.3 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － 箇所■
浮き － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － 箇所

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.3

0.1

↓

0.4

0.2

0.2

0.3

0.6

↓↓ ↓

●

● ●

●

↓↓

●

●

●

↓ ↓

●●×2

●●

● ●

↓ ↓↓ ↓↓

↓↓

■ ■■ ■■●×2

■■

×1

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

▽PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

X0 X1 X2 X3 X4

補修立面図　1号館北側：③断面　1/100

補修立面図　1号館北側：③断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(X1～X2) 数量(X2～X3) 小計 単位
1.8 0.3 2.1 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所)  1  2 箇所 1

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落  2 14 16 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落  1  6  7 箇所■
浮き － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － 箇所

－
表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － 箇所

×1
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備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

0.4×26 0.4×26 0.4×24

0.4×24
↓

0.4×25 0.4×25 0.4×24

0.2

0.3 0.2 0.2

0.3

0.3 0.2

(0.2) (0.2)

×2×2 ×2 ×2

△GL

▽1FL

▽M2FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RSL(水下)

▽RF手すり天端

▽PHRSL(水下)

▽PHﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

X4 X3 X2 X1 X0

補修立面図　1号館北側：④断面　1/100

補修立面図　1号館北側：④断面

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(X4～X3) 数量(X3～X2) 数量(X2～X1) 小計 単位
－ 31.2 40.1 71.3 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － －  0.4  0.4 ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) －  8 －  8 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 － － － － 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － － 箇所■
浮き － － － － m2

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し － － － － 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － － 箇所

表記無 Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落 － － － － 箇所

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

Y6

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

吹抜 吹抜

屋根

電気室 屋根

Y6

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

DN

EVﾎｰﾙ

貨物EV

吹抜

発電機室

電気室

ﾃﾞｯｷ

発電機室 屋根

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

X0 X1 X2 X3 X4X0 X1 X2 X3 X4

< 1号館屋階 > < 1号館PH階 >

←

←

←

↑↑↑↑

Ｓ

Ｓ Ｓ ＳＳ

Ｓ
Ｓ

100×200

100×400

100×800
100×200

100×300

100×1300

● ● ● ●

●

●

●

●

●
●

●

0.5

0.5

0.4

0.4

1.設備基礎廻りに｢Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落」が330箇所あるが、今回は工事範囲外とする

2.中庭廻り(ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄを含む)は工事範囲外ではあるが、建物保全の観点から補修は本工事に含むものとする

記号 種別(ｻｲｽﾞ) 数量(屋階) 数量(PH階) 小計 単位
1.0 0.8 1.8 ｍｸﾗｯｸ(0.2mm以上1.0mm未満)

ｸﾗｯｸ(1.0mm以上) － － － ｍ
× 爆裂(100mm×100mm/箇所) － － － 箇所

欠損(100mm×100㎜/箇所) － － － 箇所△
ｺｯﾀｰ跡(丸) 浮き･剥落 11 － 11 箇所●
ｺｯﾀｰ跡(四角) 浮き･剥落 － － － 箇所■
浮き(狭幅部) － 3.2 3.2 ｍ

Ｓ ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ飛出し  7 －  7 箇所
◎ ｼｰﾘﾝｸﾞ発錆部 － － － 箇所

Pｺﾝ脱型跡 浮き･剥落表記無 － － － 箇所

補修平面図　1号館：屋階・PH階

補修平面図　1号館：屋階・PH階 　1/200

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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補修範囲の確認
・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ等で打診し、浮きの状態と範囲を
　調べてﾏｰｷﾝｸﾞする。

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞの
本数と配置の決定

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞのせん孔位置を目地部に
　ﾏｰｷﾝｸﾞする。

せん孔

孔内の清掃

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ
樹脂の計量・混練

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用
ｴﾎﾟｷｼ樹脂の注入

備 考
工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙの硬化後、補修

清　　掃

自主検査

仕上げ

・注入部以外に付着した汚れを除去し、清掃する。

残存浮きへの注入

ひび割れ等のｼｰﾙ

注入孔のせん孔

注入孔の位置決め
残存浮き部への

孔内の清掃 ・孔内の切粉等をﾌﾞﾗｼや圧縮空気等で除去する。

　確実にｼｰﾙし硬化養生する。
・注入時にｴﾎﾟｷｼ樹脂が流出する恐れのあるひび割れや開口部等は

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂硬化後、躯体ｺﾝｸﾘｰﾄに5mm以上の深さまで
　せん孔する。

・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰで打診して残存浮き範囲を再確認し、注入孔位置をﾁｮｰｸ等で
　ﾏｰｷﾝｸﾞする。

養　　生

10㎜ 10㎜10㎜10㎜

3～5㎜

3～5mm

15㎜15㎜10～15㎜

打放し(A工法) 打放し(B工法) ﾓﾙﾀﾙ塗り(A工法) ﾓﾙﾀﾙ塗り(B工法)

ﾌﾟﾗｲﾏｰ ﾌﾟﾗｲﾏｰ
ﾌﾟﾗｲﾏｰ ﾌﾟﾗｲﾏｰ

ひび割れひび割れ ひび割れ

可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

10～15㎜

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ
樹脂ﾓﾙﾀﾙ

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

ひび割れ

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

ﾓﾙﾀﾙ塗り

ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

鉄筋が露出している場合は錆の
除去を行い、防錆剤を塗布する

・欠損部の状況を確認し、補修範囲を決定する。

補修範囲の確認

Uｶｯﾄ

孔内の清掃

ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

・ひび割れの状況を確認し、補修範囲を決定する。

・ひび割れに沿って、幅10mm、深さ10～15mm程度の
　U字型の溝を設ける。

・Uｶｯﾄ溝内部の切粉等をﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ、刷毛等で除去し
　清掃する。

・ﾌﾟﾗｲﾏｰを溝内部に塗残しがないように均一に塗布する。

ｼｰﾙ材の計量

および混練

・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、気泡を巻き込まない

　よう充分混練する。計量は可使時間内に使い切る量とする。

ｼｰﾙ材の充填
　加圧しながら充てんし、表面を平滑に仕上げる。

仕上げ

・溝内にｼｰﾙ材をｺｰｷﾝｸﾞｶﾞﾝで、空隙や打残し等のないよう

※A工法の場合はｼｰﾘﾝｸﾞ材をｺﾝｸﾘｰﾄ表面から3～5mm程度低めに充てんする。

・A工法：ｼｰﾘﾝｸﾞ材の硬化後、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙをｺﾝｸﾘｰﾄ表面に合わせて
　平滑に塗り込み仕上げる。

・B工法：可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂の上に仕上塗材、塗料等を施す場合は、
　硬化前に表面にけい砂を散布する。

養生

清掃

・ｼｰﾙ材が硬化するまで損傷、汚染等のないようにする。
　また、降雨等からも養生する。

・ｼｰﾙ部以外の汚れ等を除去し、清掃する。

自主検査 ・ｼｰﾙ材の仕上がり状態、硬化状態および後片付けを確認する。

可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

補修範囲の確認

下地処理・ｹﾚﾝ

　刷毛で充分に浸透させながら行う。
ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

表面仕上げ ・表面を金ｺﾞﾃ等で充分押えて、なだらかに仕上げる。

養生 ・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙが硬化するまでは(24時間以上)損傷、
　汚染のないようにし、また雨水等からも養生する。

清掃 ・補修部以外の汚れを除去、清掃する。

自主検査 ・ﾓﾙﾀﾙの仕上がり状態、硬化状態および後片付けを確認する。

・防錆のためｴﾎﾟｷｼﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

・欠損部の状況を確認し、補修範囲を決定する。
・欠損部の脆弱部分などをはつり取った後、埃等を除去して
　清浄で強固な下地を出す。
・鉄筋が露出している場合は、錆を除去する。

ｴﾎﾟｷｼ樹脂
ﾓﾙﾀﾙの計量･混練

ｴﾎﾟｷｼ樹脂
ﾓﾙﾀﾙの充填

・ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性のあるうちに、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを
　充分押え込みながら充てんする。

・主剤と硬化剤を規定量正確に軽量し、充分に混練する。

補修範囲の確認

下地処理

・欠損部の脆弱部分などをはつり取った後

　埃等を除去して清浄で強固なｺﾝｸﾘｰﾄ下地を出す。

・鉄筋が露出している場合は、錆を除去する。

ｹﾚﾝ清掃

ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布 　刷毛で充分に浸透させながら行う。

・浮き錆はﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼやｻﾝﾀﾞｰでｹﾚﾝ清掃する。

・防錆のためｴﾎﾟｷｼﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、

　充分に混練する。

軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ﾓﾙﾀﾙの計量･混練

表面仕上げ

養生

清掃

自主検査

ﾓﾙﾀﾙの充填

軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・表面を金ｺﾞﾃ等で充分押えて、平滑に
　仕上げる。

・軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙが硬化するまでは

　また雨水等からも養生する。

　(24時間以上)損傷、汚染のないようにし

・補修部以外の汚れを除去し、清掃する。

・軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙの仕上がり状態、
　硬化状態および後片付けを確認する。

・ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性のあるうちに、ｴﾎﾟｷｼ
　樹脂ﾓﾙﾀﾙを充分押え込みながら、充てん
　する。

ﾌﾟﾗｲﾏｰ

軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

打放し ﾓﾙﾀﾙ塗り

ﾌﾟﾗｲﾏｰ

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ鉄筋

打放し

ﾓﾙﾀﾙ塗り

打放し

※挙動あり：ひび割れ幅＞1.0mm ※挙動なし：ひび割れ幅＞1.0mm

※挙動あり：0.2mm≦ひび割れ幅≦1.0mm

※挙動あり：ひび割れ幅＞1.0mm

※挙動あり：0.2mm≦ひび割れ幅≦1.0mm

※挙動なし：ひび割れ幅＞1.0mm

・欠損部の状況を確認し、補修範囲を決定する。

・はつり取り、埃等を除去して清浄で強固な

　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地を出す。

・鉄筋が露出している場合は、錆を除去する。

・ﾌﾟﾗｲﾏｰを被着面に塗り残しのないように塗布する。

・仕様に沿ったﾌﾟﾗｲﾏｰの調整を行う。

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂 ・欠損の状態の合わせ、数層に分けて

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙを充てん又は塗り付ける。

・各層塗り厚は7mm程度とする。

ｹﾚﾝ清掃 ・浮き錆はﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼやｻﾝﾀﾞｰでｹﾚﾝ清掃する。

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙは、仕様に基づいて調合して

　から充分に混練する。

ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

ﾓﾙﾀﾙの調合･充てん

養生

自主検査

表面仕上げ

清掃

ﾌﾟﾗｲﾏｰ

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

打放し 打放し ﾓﾙﾀﾙ塗り ﾓﾙﾀﾙ塗り

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
※挙動あり/なし：0.2≦ひび割れ幅≦1.0

手動式樹脂注入工法
※挙動なし：ひび割れ幅＞1.0mm

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
※挙動あり/なし：0.2≦ひび割れ幅≦1.0

補修範囲の確認

ひび割れ部の清掃

・ひび割れの状況を確認し、補修範囲を決定する。

・ひび割れ部を中心に幅50mm程度の表面をﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等で清掃する。

・ひび割れ部が濡れている場合は、乾燥するまで作業は中止する。

・注入孔位置を下記の表によりｽｹｰﾙ等で測定し、ﾁｮｰｸなどでﾏｰｷﾝｸﾞする。注入孔位置決め

台座の貼り付け ・台座または専用器具の注入口を塞がないように接着剤で固定する。

仮止めｼｰﾙ ・ﾒｰｶｰ仕様に基づき、仮止めｼｰﾙ材を施工する。

・硬化するまで出来るだけ振動を与えないように注意する。

ひび割れ幅（mm）

注入孔の間隔（mm）

0.3以下

50～100

0.5～1.0

150～250100～200

0.3～0.5 1.0以上

200～300200～300

ｴﾎﾟｷｼ樹脂の注入

ｴﾎﾟｷｼ樹脂の硬化･養生

ｴﾎﾟｷｼ樹脂の

計量・混練

ｼｰﾙ材の除去

専用器具・仮止め

・専用器具にｴﾎﾟｷｼ樹脂を充填し、注入を行う。

・注入状態を確認し、必要に応じてｴﾎﾟｷｼ樹脂を補充する。

・注入作業完了後も専用器具を設置したまま硬化養生する。

・12時間以上の放置養生

自主検査

15～30mm

ｼｰﾙ材ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂
ひび割れ ひび割れ

注入器具

座金注入ﾊﾟｲﾌﾟ
（φ6～12mm）

10～15mm

注入ﾊﾟｲﾌﾟ（φ6～12mm）

ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｼｰﾙ材

注入器具

座金

手動式樹脂注入工法
※挙動なし：ひび割れ幅＞1.0mm

※注記：詳細の仕様はﾒ-ｶｰ仕様による

ﾓﾙﾀﾙ塗り
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｴﾎﾟｷｼ樹脂

30㎜ α

ﾓﾙﾀﾙ塗り ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

30mm α

せん孔

補修範囲の確認

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞの
本数と配置の決定

樹脂の計量・混練

ｴﾎﾟｷｼ樹脂の注入
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ

孔内の清掃

・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ等で打診し、浮きの状態と範囲を調べてﾏｰｷﾝｸﾞする。

・孔内の切粉等をﾌﾞﾗｼや圧縮空気等で除去する。

・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、充分に混練する。

・ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟを用いて、せん孔部の最深部から徐々にｴﾎﾟｷｼ樹脂を

　注入する。充填量は指定がある場合を除き1ヶ所当り25ccとする。

・規定のｱﾝｶｰﾋﾟﾝを孔最深部まで埋め込む。

・せん孔径は使用するｱﾝｶｰﾋﾟﾝの直径より2㎜程度大きい直径とする。

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ用のせん孔深さは、躯体ｺﾝｸﾘｰﾄに30㎜以上とする。

・適切な長さのｱﾝｶｰﾋﾟﾝのねじ切り部分にｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞのせん孔位置を右上表にてﾁｮｰｸでﾏｰｷﾝｸﾞする。

・注入孔位置に15～30mm深さにせん孔する。

養　　生

清　　掃

自主検査

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　

　の挿入

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ：ｽﾃﾝﾚｽ製全ネジφ4mm

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの頭は仕上げ面から5㎜程度引っ込むように

　する。孔内よりはみ出したｴﾎﾟｷｼ樹脂は除去し、

　目立たぬ色のﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂で穴うめする。

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入後、夏期15時間、

　冬季24時間以上は衝撃や振動を与えないようにし、

　また降雨等からも養生する。

・注入部以外に付着した汚れを除去し、清掃する。

・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰで打診して注入状態を確認するとともに、

　後片付けも確認する。

※石綿含有仕上げ塗材等のせん孔には〔集じん装置付き電動ドリル〕

　を使用する。

　確実に挿入する。

　樹脂を塗布してから、気泡の巻込みに注意して孔内最深部まで

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞおよび注入孔に、ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂等を充てんし
　仕上げを行う。

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入後、夏期15時間、冬季24時間以上は衝撃や振動を
　与えないようにし、また降雨等からも養生する。

　残存浮き部全面に注入する。注入後注入孔をﾊﾟｯｷﾝ等でふさぐ。
・注入順序は下部から上部へ、片端部から他端部へ打診しながら
　ゆっくり注入を行う。
・ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟを用いてｴﾎﾟｷｼ樹脂を適切な注入圧を保ちながら

・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰで打診して注入状態を確認するとともに、後片付けも
　確認する。

※ 1ヶ所の浮き面積が0.25m2未満の場合 ※ 1ヶ所の浮き面積が0.25m2以上の場合

注入口の本数

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数

種類
項目

一般部分

指定部分

狭幅部

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

13本／m2

20本／m2 20本／m2

12本／m2

 5本／ｍ  5本／ｍ

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数

一般部分

指定部分

狭幅部

16本／m2

25本／m2

 5本／ｍ

1.石綿含有仕上げ塗材の塗膜が劣化していることにより、塗膜除去が必要な場合は、剥離剤併用手工具ｹﾚﾝ工法により、適切に塗膜除去処理を行うこと。

・表面を金ｺﾞﾃで充分押さえて、平滑に

　仕上げる。

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙの仕上がり状態、
　硬化状態および後片付けを確認する。

　以外の汚れ等を除去し、清掃する。

・各層とも急激な乾燥を避けて、ﾎﾟﾘﾏｰ

　ｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙが硬化するまで損傷、

　汚染等のないようにすると共に

　降雨等からも養生する。(7日以上)

補修範囲の確認

補修部位の確認

下地処理

・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ等で打診し、浮き･脱落の状態を
　調べてﾏｰｷﾝｸﾞする。

ｹﾚﾝ清掃

ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂

ﾓﾙﾀﾙの調合･充てん

表面仕上げ

・浮き錆はﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等でｹﾚﾝ清掃する。

養生･清掃

自主検査

＊充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)に倣う

＊充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)に倣う

＊充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)に倣う

＊充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)に倣う

・表面を専用の鏝や工具を用いて充分に
　押さえて、平滑に仕上げる。

下地処理
・ﾌﾞﾛﾜｰやﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等で孔内を清掃する。

打放し

ﾌﾟﾗｲﾏｰ

ﾌﾟﾗｲﾏｰ

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 充填工法(軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ) 充填工法(軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)　※ 危険性「大」の場合

樹脂注入工法充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)　※ 危険性「小」の場合

・既存の埋めﾓﾙﾀﾙが浮いている場合は
　ﾀｶﾞﾈ等を用いて除去する。

周囲と合わせる

ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ等

・皮ｽｷ、ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ、ﾎｯﾄｴｱｰｶﾞﾝなどを用いて、専用器具

　及び仮止めｼｰﾙ材を除去し、下地面を平滑に仕上げる。

　注入量を確認する。
・ｴﾎﾟｷｼ樹脂の使用量及び、専用器具内の残量から

・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、均一になるまで

　充分混練する。

＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

清　　掃

養　　生

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの挿入

自主検査 ＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

＊ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法に倣う

Pｺﾝ脱型部･ｺｯﾀｰ跡充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾝﾄ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)

ﾀｲﾙ面　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ
ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｴﾎﾟｷｼ樹脂
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数

一般部分

指定部分

16本／m2

25本／m2

ﾀｲﾙ

外壁の改修工法 詳細図

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　※〔石綿含有仕上げ塗材等の場合：集じん装置付きﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工法〕 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　※〔石綿含有仕上げ塗材等の場合：集じん装置付きﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工法〕

　　　　　　　　　　　　 １号館外壁その他改修工事
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工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

■ 仮設計画図凡例

■ 特記事項

・3.30

・3.30

・3.21

遊
歩
道
（
歩
行
者
専
用
道
路
）

・2.70

・3.30

3.50・　

3.30・　

公道　県道東京大師横浜線〈産業道路〉

道路幅員:9,000

道
路
幅

員
:
4,

50
0

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

隣
地

境
界

線

道路境界線隣地境界線

道路境界線

研究センター
産学共同 

荷捌室

喫煙WC
貨物EV

ﾌｧｸﾄﾘｰ:103 ﾌｧｸﾄﾘｰ:105 ﾗﾎﾞ:104 ﾗﾎﾞ:105

ﾌｧｸﾄﾘｰ:106 ﾗﾎﾞ:103 ﾗﾎﾞ:106

ﾗﾎﾞ:102 ﾗﾎﾞ:107

ﾌｧｸﾄﾘｰ:108 ﾗﾎﾞ:101 ﾗﾎﾞ:108

風除室

ﾌｧｸﾄﾘｰ:109玄関ﾎｰﾙ
乗用EV

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

風除室 EVﾎｰﾙEV

管理機械室

倉庫～工事範囲外

商談

通信機械室

ﾌｧｸﾄﾘｰ:101

貸倉庫･ｺﾞﾐ置場～工事範囲外 排水処理･受水槽～工事範囲外

仮設事務所･資材置き場
駐車場･その他

道
路
幅
員

:22,000

道
路
幅
員
:6
,1
00

施設･ﾃﾅﾝﾄ関係　敷地出入り口

工事関係　建物出入口

施設･ﾃﾅﾝﾄ関係　建物出入口

工事車両搬入通路

交通整理員

手すり先行枠組本足場:W1200・安全手すり共

手すり先行枠組本足場:W 900・安全手すり共

手すり先行枠組本足場:W 600・安全手すり共

1.本仮設計画をもとに仮設図を作成し施設管理者、監督員と協議のうえ着手すること

2.手すり先行式枠組み足場は手すり据置式とし、枠組み足場周囲にはﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ(防炎Ⅰ類)を地盤面迄すること

< 1号館1階 > < 2号館1階 >

公道

工事関係　敷地出入り口

敷地内通路敷地内通路

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

契約者駐車場

敷地内通路

契約者駐車場

1階仮設計画図　1/300

【参考図】

<施工者用ｽﾍﾟｰｽ>

・○.○○

上部渡り廊下

自

3.ｴﾝﾄﾗﾝｽ､ﾊﾞﾙｺﾆｰは脚立足場とする

4.施設･ﾃﾅﾝﾄ関係者用の建物出入口部分には、養生防護棚(出幅2m)を設置すること

・3.20

・3.30

5.避難口ならびに施設維持に関わる出入口(機械室･電気室等)は、仮設物によって出入りを妨げな様に留意すること

線路敷：JR鶴見線

足場周囲 金網式養生枠H=1800､鍵付き扉共

t22仮設鉄板養生（段差ｶﾞﾀﾂｷのないよう設置）

t12.7ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製敷板（ﾌﾟﾗｼｷ）養生

自転車置き場：移設のうえ復旧自

ｶﾗｰｺｰﾝ+ﾊﾞｰC

～
～

～
～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～
～
～
～
～
～
～

～～～～～～～

～～～～～

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

Ｎ

仮設計画図その1(参考図)

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ下：棚足場
(各面共通)

補助足場:出幅500～700 地盤面の高さを示す（ｍ）

～～～～～～～～～～～

～～～～～～～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～
～

～
～

～
～

～

LVP2ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

令和6年6月
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屋外階段

～
～

～

成形鋼板：H3,000

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ：W6,000×H1,800

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ：H1,800
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工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

倉庫屋根～工事範囲外

喫煙WC
貨物EVｼｬﾌﾄ

ﾗﾎﾞ:204

ﾗﾎﾞ:206

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

ﾗﾎﾞ:202

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

ﾗﾎﾞ:208

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

ﾗﾎﾞ:200 

管理機械室

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室 ﾗﾎﾞ:209
乗用EVｼｬﾌﾄ

EVﾎｰﾙEV

< 1号館中2階 > < 2号館2階 >

喫煙

< 2号館3階 >< 1号館2階 >

ﾃﾞｯｷ

EV EVﾎｰﾙ

乗用EV
渡り廊下 ﾗﾎﾞ:309休憩ｺｰﾅｰ休憩ｺｰﾅｰ

ﾗﾎﾞ:301ﾗﾎﾞ:206
WC

ﾗﾎﾞ:308

ﾗﾎﾞ:302ﾗｲﾄｺｰﾄLVP1ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾗﾎﾞ:204

ﾗﾎﾞ:306ﾗﾎﾞ:303
LVP1ｾﾐﾅｰ

ﾗﾎﾞ:203 

貨物EV
WC 喫煙ﾗﾎﾞ:202ﾗﾎﾞ:201 

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

ﾌｧｸﾄﾘｰ事務室

更衣

商談

商談

屋根

1号館中1階･2号館2階 仮設計画図　1/300

【参考図】

1号館2～3階･2号館3～4階 仮設計画図　1/300

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

Ｎ

仮設計画図その2(参考図)

+3.25

令和6年6月
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工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

屋外階段 屋根

ﾊﾄ小屋
貨物EV

ﾗﾎﾞ:403

ﾗﾎﾞ:401 ﾗﾎﾞ:407

電気室

乗用EV

EVﾎｰﾙEV

ﾃﾞｯｷ

< 1号館4階 > < 2号館屋階 >

ﾗﾎﾞ:404

喫煙

ﾗﾎﾞ:504 
貨物EV

ﾗﾎﾞ:505

ﾗﾎﾞ:503

ﾗﾎﾞ:506

ﾗﾎﾞ:507

ﾗﾎﾞ:502

ﾗﾎﾞ:508

ﾗﾎﾞ:509

ﾗﾎﾞ:501 

ﾗﾎﾞ:510

ﾗﾎﾞ:511

電気室 屋根

休憩ｺｰﾅｰ
乗用EV

EV機械室

< 2号館PH階 >< 1号館5階 >

発電機室 屋根

ﾗﾎﾞ:512

更衣･WC

喫煙

更衣･WC

ﾗﾎﾞ:405

ﾊﾄ小屋 屋根

ﾗﾎﾞ:409

1号館4階･2号館屋階 仮設計画図　1/300 1号館5階･2号館PH階 仮設計画図　1/300

【参考図】

ﾊﾄ小屋

発電機室

屋根屋根

屋根 屋根

ﾊﾄ小屋 屋根

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

Ｎ

仮設計画図その3(参考図)

+14.5+15.3 +14.5+15.3

+14.5+15.3 +14.5+15.3 +15.15 +14.05

+15.15 +14.05

+18.35

+8.75

+9.70

植込 植込

令和6年6月
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工 事 名

図面名称 図面番号

作成年月

備 考

公益財団法人 横浜企業経営支援財団

EVﾎｰﾙ

発電機室

電気室

< 1号館PH階 > < 2号館PH屋階 >

貨物EV

発電機室 屋根

電気室 屋根

屋根

EV機械室 屋根

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

1号館PH階･2号館PH屋階 仮設計画図　1/300 1号館PH屋階 仮設計画図　1/300

【参考図】
仮設計画平面図その4(参考図)

横浜新技術創造館(リーディングベンチャープラザ)

Ｎ

+22.05+23.15

+23.15 +22.05

+27.65

+27.65

+24.93

+22.30
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